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一　

は
じ
め
に

　

草
津
温
泉
の
時
間
湯
は
、
独
特
の
入
浴
法
で
あ
る
。
湯
長
の
指
揮
の
下
で
、
湯

を
も
む
、
湯
を
か
ぶ
る
、
集
団
で
三
分
間
湯
に
浸
か
る
と
い
う
三
つ
の
要
素
を
行

う
。

　

本
稿
は
、
草
津
温
泉
の
時
間
湯
と
い
う
入
浴
法
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た

の
か
、
そ
の
歴
史
的
な
経
緯
を
諸
資
料
に
よ
っ
て
跡
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
文
献
も
あ
れ

ば
、
新
た
に
見
出
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
資
料
紹
介
を
行
い
、

時
間
湯
の
あ
り
方
の
推
移
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

時
間
湯
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
語
ら
れ
る
（
中
村
一

九
三
六
：
三
五
│

三
八
）。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
頃
、
講
談
師
の
桂
円
玉
（
燕

玉
）
が
熱
の
湯
に
入
り
、
そ
の
合
間
に
講
談
を
聞
か
せ
て
客
を
喜
ば
せ
た
。
そ
の

う
ち
誰
彼
と
な
く
彼
を
隊
長
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
浴
客
が
勝
手
に
入
れ

ば
湯
が
動
き
、
熱
さ
に
耐
え
が
た
い
か
ら
、
共
同
に
入
浴
し
て
湯
を
動
か
さ
な
い

案
を
提
言
し
、
そ
れ
で
話
が
ま
と
ま
っ
て
、
そ
の
音
頭
取
り
で
入
浴
を
行
う
よ
う

に
な
っ
た
。
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
、
野
島
小
八
郎
が
草
津
に
来
て
入
浴
法

を
研
究
し
、
一
八
八
〇
年
に
諸
客
に
推
さ
れ
て
湯
長
と
な
り
、
浴
者
を
教
導
し
、

一
八
八
八
年
に
は
役
場
の
指
令
に
よ
り
熱
の
湯
の
管
理
人
と
な
っ
た
。
野
島
に
つ

い
て
は
、
亡
く
な
っ
た
一
九
一
〇
年
に
立
て
ら
れ
た
顕
彰
碑
が
草
津
の
光
泉
寺
境

内
に
あ
り
、
碑
文
に
来
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
案
内
書
な
ど
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
に
紀
行
文

を
取
り
上
げ
て
、
時
間
湯
を
行
う
人
び
と
の
姿
を
捉
え
る
。
そ
の
う
え
で
、
年
代

別
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
紀
行
文
か
ら
は
、

場
所
に
関
す
る
作
家
の
も
つ
主
観
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
関

戸
（
二
〇
一
八
a
）
で
は
、
い
ず
れ
の
著
者
も
時
間
湯
に
言
及
し
て
お
り
、
懸
命

に
湯
治
す
る
人
び
と
の
姿
が
草
津
を
語
る
と
き
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
前
稿
は
草
津
温
泉
と
い
う
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
、
大
槻
文
彦
・
坪
谷
水
哉
・
大
町
桂
月
・
若
山
牧
水

に
よ
る
時
間
湯
の
描
写
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
部
分
が
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
改

め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
史
料
に

は
不
適
切
な
用
語
や
表
現
が
あ
る

が
、
歴
史
的
文
脈
を
尊
重
し
て
原
典

の
ま
ま
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
書
名

や
引
用
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
旧
字

表１　換算表

華氏 摂氏

145 62.8
140 60.0
135 57.2
130 54.4
125 51.7
120 48.9
115 46.1
110 43.3
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体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
て
お
り
、
一
部
で
用
字
を
変
更
し
、
句
読
点
を

加
え
て
い
る
。
ま
た
、
湯
の
温
度
は
華
氏
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
摂
氏
に
換
算

し
た
温
度
を
参
考
と
し
て
表
１
に
掲
げ
て
お
く
。

二　

案
内
書
に
み
る
記
述

　

表
２
は
、
草
津
温
泉
に
関
す
る
案
内
書
を
調
査
し
、
時
間
湯
に
関
す
る
記
述
の

有
無
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
時
間
湯
を
詳
し
く
取
り
上
げ

た
案
内
書
は
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
と
く
に
草
津
温
泉
の
関
係
者
に
よ
る
出
版

物
で
、
そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
に
み
え
る
。
時
間
湯
の
説
明
が
な
い
案
内
書
で

は
、
草
津
温
泉
に
お
け
る
一
般
的
な
入
浴
法
の
説
明
や
湯
た
だ
れ
（
糜
爛
）
へ
の

対
処
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
草
津
の
湯
は
高
温
・
強
酸
性
で
あ
る
た
め
入
浴
を

続
け
る
と
糜
爛
が
で
き
る
。
そ
の
糜
爛
か
ら
病
毒
が
外
に
出
る
こ
と
で
、
病
が
治

癒
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

１　

長
井
文
靖
『
上
毛
草
津
鉱
泉
独
案
内
』

　

一
八
八
四
年
刊
行
の
『
上
毛
草
津
鉱
泉
独
案
内
』
に
は
、
十
七
の
共
同
浴
場
が

案
内
さ
れ
て
お
り

）
1
（

、
当
時
の
状
況
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　

次
の
文
は
、
熱
の
湯
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
（
長
井
一
八
八
四
：
一
〇
│

一

三
）。
そ
の
後
に
、
鷲
の
湯
と
地
蔵
の
湯
の
湯
槽
の
数
と
入
浴
法
は
熱
の
湯
と
ほ

ぼ
同
じ
な
の
で
略
す
と
あ
る
の
で
、
三
箇
所
で
時
間
湯
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

「
揃
て
三
分
」「
改
正
の
二
分
」、「
限
つ
て
一
分
」
と
の
号
令
か
ら
、
時
間
の
管

理
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
が
こ
の
号
令
を
記
し
た
初
出
の
文
献

と
い
え
る
。
た
だ
し
、「
時
間
湯
」
と
い
う
言
葉
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　

浴ゆ

つ

ぼ槽
四
つ
あ
り
。
第
一
番
を
熱あ

つ

さ度
最
高
と
し
、
第
二
番
、
第
三
番
、
順
次
熱

度
を
低
減
す
。
第
四
番
は
熱
の
新
湯
と
称
し
、
熱
度
低
下
の
も
の
に
し
て
、

表２　各種案内書における時間湯に関する記述

刊行年 書　　名 著者・発行所などの書誌 ＊ 分量

明治13年 1880 草津温泉の古々路恵 編輯/出版人/折田佐吉（草津） × 10丁
明治17年 1884 上毛草津鉱泉独案内 著者/出版人/長井文靖（横浜），蔵版/成美堂 ○ 48頁
明治21年 1888 草津温泉誌 著作/発行者/湯本平内（草津），印刷者/伊藤甲造（長野県上田町） × 21丁
明治22年 1889 草津八勝 著作/発行/印刷人/阿部善吉（東京市） ■ 12丁
明治25年 1892 上州草津温泉入浴略案内記 湯彦楼 大川角造（草津），印行/中野活版石版印刷所 × 12頁
明治28年 1895 上州草津温泉入浴略案内記 山本館 市川久三郎（草津），印行/中野印刷所 × 24頁
明治28年 1895 上州草津温泉入浴略案内記 発行者/富永徳次郎（草津），印刷所/中野印刷所（長野県中野町） × 24頁
明治29年 1896 改正新版草津温泉案内 松野屋〆蔵（草津） × 28頁
明治　年 -1896 上州草津温泉場名所案内 著作/発行/印刷人/阿部善吉（東京市） ■ 9丁
明治32年 1899 上州草津温泉入浴略案内記 日新館 湯本柳三郎（草津），印行/中野印刷所 × 24頁
明治38年 1905 上州草津温泉入浴略案内記 編輯/発行者/山田治衛門（東京市），印刷者/山田市太郎（東京市） × 13頁
明治38年 1905 上州草津温泉誌 著作/発行者/松永彦右衛門（東京市），印刷所/博文館印刷所（東京市） △ 44頁
明治40年 1907 草津鉱泉療法 著述/発行者/下屋学（草津），印刷所/秀英舎第一工場（東京市） × 64頁
明治41年 1908 草津温泉 著作/発行者/萩原太一郎（群馬県長野原町），発行所/草津鉱泉取締所 ◇ 149頁
大正 3年 1914 草津温泉名勝写真帖 著作/発行者/戸丸国三郎（東京市），発行所/日本温泉協会代理部 △ 15頁
大正10年 1921 草津案内 著作/発行者/戸丸国三郎（東京市），発行所/日本温泉協会代理部 ◇ 47頁
大正10年 1921 草津温泉案内　4版 著作者/石田謙吉（草津），発行所/草津鉱泉取締所 × 66頁
大正11年 1922 風光明美草津温泉誌 著作者/五十嵐治夫（東京市），発行所/東京鉄道タイムス社 ○ 174頁
大正12年 1923 草津温泉案内 著作/発行者/布施廣雄（草津），発行所/草津鉱泉取締所 △ 91頁
昭和12年 1937 くさ津 著作/発行者/布施廣雄（草津），発行所/草津温泉組合 △ 113頁
昭和13年 1938 天下の草津温泉 著作/発行/中村舜二（東京市），発行所/大東京社（東京市） ○ 206頁

＊時間湯に関する記述：○数頁の説明，■図絵，◇記事の引用，△数行の説明，×記載なし
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浴
客
何
時
に
て
も
随
意
に
入
浴
す
る
得
れ
ど
も
、
第
三
番
以
上
は
入
浴
す
る

に
法
あ
り
。
隊
長
（
隊
長
又
は
湯
長
と
称
し
、
浴
客
中
、
熱
度
最
高
の
湯
、

即
ち
第
一
番
浴
槽
中
に
入
浴
し
、
且
湯
の
熱
度
を
加
減
す
る
巧
者
な
る
も
の

を
之
に
充
つ
）
な
る
も
の
あ
り
て
、
入
浴
の
時
刻
至
れ
ば
喇
叭
を
吹
き
浴
客

を
招
集
し
、
鉱
泉
注
入
の
口
を
塞
ぎ
、
木
板
を
以
て
交

か
わ
る
〴番〵

浴
槽
中
の
湯
を
攪

乱
せ
し
む
る
こ
と
数
分
時
、
土
俗
、
之
を
湯
を
揉
む
と
云
ふ
。
湯
を
揉
む
は

熱
度
の
低
減
せ
し
む
る
な
り
。
然
し
て
隊
長
、
浴
槽
毎
に
柄
杓
を
以
て
湯
を

酌
み
、
頭
を
濡
し
、
次
に
脚
を
没
し
、
湯
の
熱
度
を
試
み
、
適
度
（
適
度
は

隊
長
の
加
減
に
任
し
、
且
験
温
器
な
き
を
以
て
分
明
な
ら
ざ
れ
ど
第
一
番
は

百
三
四
十
度
の
間
に
あ
ら
ん
か
）
に
至
り
て
湯
を
揉
む
こ
と
を
止
め
、
浴
槽

の
上
ご
と
に
凡
二
尺
を
隔
つ
て
、
幅
尺
余
の
木
板
を
併
列
す
。
併
列
し
了
る

や
、
隊
長
、
浴
客
、
各
自
入
浴
せ
ん
と
す
る
浴
槽
木
板
の
上
に
座
を
占
め
、

柄
杓
を
以
て
湯
を
酌
み
、
頭
を
濡
し
面
部
に
及
ぶ
。
頭
を
濡
す
は
、
人
々
の

適
宜
に
任
す
と
雖
も
大
抵
百
杯
或
は
二
三
百
杯
ま
で
と
す
。
頭
を
濡
す
は
、

土
俗
、
湯
を
冠か

む

る
と
云
い
、
湯
を
冠
る
こ
と
多
け
れ
ば
逆
上
せ
ず
し
て
上
部

の
病
毒
を
下
部
に
下
ら
し
む
と
。
隊
長
時
を
量
り
柄
杓
を
伏
せ
木
板
を
叩
け

ば
、
各
人
、
湯
を
冠
る
こ
と
を
止
め
入
浴
の
結し

た

く束
を
な
す
。
此
結
束
中
、
入

浴
す
る
も
の
も
あ
り
。
是
は
定
時
間
、
即
ち
三
分
時
、
入
浴
に
耐
へ
ざ
る
人

に
て
牛
蒡
と
称
す
。
結
束
と
は
足
袋
を
穿
ち
、
木
綿
を
以
て
脛
股
腹
を
巻

き
、
腰
肩
両
手
を
掩お

ほ

ふ
。
各
人
の
結
束
了
る
や
、
隊
長
「
下さ
が

り
ま
せ
う
」
の

令
を
下
す
。
此
に
於
て
各
人
一
斉
入
浴
、
沉む

ご

ん黙
静し
ず
か
な
り
然
、
此
時
、
隊
長
号
令

（
以
下
隊
長
と
の
み
記
す
（
略
））「
揃
て
三
分
」、
浴
客
応へ

ん

じ諾
、
一
分
時
を
過

て
、
隊
長
「
改
正
の
二
分
」、
浴
客
応
諾
、
又
一
分
時
を
過
て
、
隊
長
「
限

つ
て
一
分
」、
次
に
「
ち
つ
く
り
御
辛
抱
」、
浴
客
応
諾
、
又
隊
長
「
最も

う
ぢ
き直

で

す
」、
浴
客
応こ

た

へ答
「
あ
り
が
た
い
」、
隊
長
「
三
番
如
何
で
す
」、
三
番
浴
槽

浴
客
応
答
「
き
〻
ま
し
た
」、
隊
長
「
二
番
」、
二
番
浴
槽
浴
客
応
答
「
き
〻

ま
し
た
」、
隊
長
「
一
番
」、
一
番
浴
槽
浴
客
応
答
「
き
〻
ま
し
た
」、
最
後

に
隊
長
告
て
曰
く
、
御
上
り
な
さ
る
時
、
御
静
に
願
ひ
ま
す
。
浴
客
応
諾
、

出
湯
の
用
意
を
な
し
、
隊
長
の
「
さ
あ
き
〻
ま
し
た
ら
そ
ろ
〳
〵
上
り
ま
し

よ
う
」
の
令
を
聞
や
、
一
斉
飛
出
で
直
ち
に
各
部
の
結
束
を
脱
し
全
身
を
拭

ふ
。
陰
具
等
の
糜
爛
し
た
る
も
の
は
、
急
に
手て

ぬ
ぐ
ひ帕

を
湯
池
の
下
流
な
る
熱
湯

に
浸
し
、
軽
く
之
を
絞
り
、
交
番
陰
具
其
他
の
部
分
を
掩
ふ
こ
と
数
回
、
之

を
掩
ふ
時
は
疼
痛
甚
し
け
れ
ど
も
、
暫
時
に
し
て
爽
快
な
り
（
略
）

　
　

第
三
番
以
上
入
浴
の
数
は
、
日
の
長
短
に
随
ひ
一
日
六
回
、
或
は
四
五
回
に

し
て
時
々
変
更
す
。
然
し
て
毎
回
の
最
初
に
入
浴
す
る
を
一
本
目
と
称
す

（
略
）。
一
本
目
の
次
に
入
浴
す
る
を
二
本
目
、
二
本
目
の
次
に
入
浴
す
る
を

三
本
目
と
唱
へ
、
一
本
目
は
二
本
目
よ
り
熱
く
、
二
本
目
は
三
本
目
よ
り
熱

し
。
故
に
人
々
入
浴
し
得
べ
き
の
熱
度
に
応
じ
て
（
略
）
入
浴
す
べ
し
。
但

し
湯
を
頭
に
全
く
冠
る
こ
と
二
三
十
杯
以
上
に
至
り
得
る
の
湯
は
、
入
浴
し

て
三
分
時
間
は
必
ず
耐
へ
得
べ
き
も
の
と
す

　

２　

「
時
間
湯
」
と
い
う
用
語

　

一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
に
草
津
温
泉
改
良
会
が
設
立
さ
れ
、
草
津
温
泉
改

良
議
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
第
三
条
に
「
熱
之
湯
鷲
之
湯
地
蔵
之
湯
等
之
如

ク
、
時
間
湯
之
入
湯
可
致
客
ニ
シ
テ
（
略
）」
と
い
う
一
文
が
あ
り
（
山
村
一
九

九
二
：
一
一
七
）、
こ
の
こ
と
か
ら
当
時
「
時
間
湯
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

表
２
で
は
、
二
冊
に
「
図
絵
」
と
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
阿
部
善
吉
の
案
内

書
で
、『
草
津
八
勝
』
に
は
、
熱
の
湯
・
鷲
の
湯
・
地
蔵
の
湯
の
三
つ
の
共
同
浴

場
の
図
絵
で
、
湯
も
み
を
行
っ
て
い
る
場
面
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的

な
説
明
や
時
間
湯
と
い
う
言
葉
は
み
え
な
い
。

　

時
間
湯
を
描
い
た
図
絵
は
『
上
州
草
津
温
泉
場
名
所
案
内
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
図
１
を
み
る
と
、「
時
間
湯
一
」
は
湯
も
み
、「
同
断
二
」
は
か
ぶ
り
湯
、

「
同
断
三
」
は
入
浴
中
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
左
下
は
瀧
の
湯
の
打
た

せ
湯
で
あ
る
。
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本
書
の
奥
付
に
は
「
明
治　

年
七
月
■
日
印
刷
出
版
、
東
京
市
神
田
区
■
■
■

■
番
地　

著
作
兼
発
行
印
刷
人　

阿
部
善
吉
」
と
あ
り
、
刊
行
年
が
空
白
と
な
っ

て
い
る
。
阿
部
善
吉
は
多
く
の
鳥
瞰
図
の
著
作
や
発
行
に
関
わ
っ
て
い
る
。
一
八

九
一
年
の
一
点
に
は
阿
部
の
住
所
の
記
載
が
な
い
が
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）

年
か
ら
一
八
九
六
年
ま
で
の
六
点
は
東
京
神
田
区
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年

と
一
九
〇
三
年
の
二
点
は
草
津
と
な
っ
て
い
る
（
関
戸
二
〇
一
二
）。
こ
の
こ
と

か
ら
本
書
の
刊
行
は
、
阿
部
が
草
津
に
住
所
を
移
す
前
の
一
八
九
六
年
以
前
と
考

え
ら
れ
る
。

　

松
永
彦
右
衛
門
『
上
州
草
津
温
泉
誌
』
に
は
、
草
津
温
泉
の
入
浴
規
定
に
一
七

項
目
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
松
永
一
九
〇
五
：
三

一
）。

　
　

七　

糜
爛
発
生
に
至
れ
ば
時
間
湯
（
白
旗
湯
、
松
湯
、
鷲
湯
、
地
蔵
湯
、
熱

湯
）
に
入
浴
す
べ
し
。
是
れ
規
則
厳
正
に
し
て
常
に
一
定
の
温
度
を
保

ち
、
多
年
経
験
あ
る
湯
長
（
俗
に
隊
長
と
云
）
の
監
督
あ
る
を
以
て
な

り
。
尤
も
内
湯
に
て
入
浴
を
終
了
す
る
も
亦
不
可
な
し

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
箇
所
の
共
同
浴
場
で
時
間
湯
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、
こ
の
他
の
項
目
に
も
内
容
に
関
す
る
詳
し
い
説
明
は
な
い
。

　

３　

熊
田
葦
城
「
草
津
の
時
間
湯
」

　

表
２
に
「
記
事
の
引
用
」
と
示
し
た
二
冊
に
は
、
報
知
新
聞
社
の
主
幹
・
熊
田

葦
城
が
一
九
〇
七
年
に
執
筆
し
た
記
事
「
草
津
の
時
間
湯
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
萩
原
太
一
郎
『
草
津
温
泉
』
は
、
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
二
六
年
の
あ
い
だ

に
五
回
に
わ
た
っ
て
改
訂
増
補
さ
れ
た
。
第
六
版
の
序
に
は
、
草
津
関
係
の
文
書

の
出
版
物
を
験
せ
ば
大
部
分
こ
の
冊
子
か
ら
適
取
し
て
お
り
、
合
算
す
れ
ば
実
に

何
十
版
百
万
部
近
い
出
版
物
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
（
萩
原
一
九
二

六
）。
本
書
は
長
く
流
通
し
、
熊
田
の
記
事
も
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
と

い
え
る
。

　

記
事
に
は
時
間
湯
を
行
っ
て
い
る
人
び
と
の
描
写
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
次
章
の
紀
行
文
に
み
る
記
述
に
譲
り
た
い
。
時
間
湯
は
六
箇
所
に
あ
り
、
そ
の

号
令
や
調
子
は
同
じ
、
隊
長
の
野
島
は
脈
所
に
湯
を
垂
ら
し
て
温
度
を
測
り
、
一

度
以
上
を
誤
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
（
萩
原
一
九
〇
八
：
二
一
│

二
八
）。

　
　

◎
草
津
温
泉
の
入
浴
法
は
勇
壮
な
り
、
沈
痛
な
り
、
他
の
温
泉
に
於
て
見
る

べ
か
ら
ざ
る
一
種
の
奇
観
な
り
（
略
）

　
　

◎
時
間
湯
は
毎
日
四
回
（
午
前
六
時
、
十
一
時
、
午
後
二
時
、
五
時
）
毎
回

三
分
、
時
刻
を
限
り
て
入
浴
す
る
が
故
に
此
名
あ
る
な
り

　
　

◎
時
間
湯
に
は
隊
長
な
る
も
の
あ
り
て
指
揮
し
、
号
令
す
。
規
律
厳
正
に
し

図１　時間湯の図絵（明治中期）

（出典：阿部善吉『上州草津温泉場名所』）

（群馬大学総合メディアセンター図書館所蔵）
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て
宛
然
た
る
軍
隊
的
行
動
な
り
。
時
間
湯
は
古
来
浴
客
の
自
治
に
任
せ
、
事

に
慣
れ
た
る
も
の
代
わ
る
〳
〵
号
令
す
。
明
治
の
初
年
、
桂
燕
玉
な
る
も
の

専
ら
音
頭
を
取
る
。
燕
玉
は
講
談
師
な
り
。
衆
先
生
と
も
呼
ば
れ
ず
、
旦
那

と
も
言
は
れ
ず
、
唯
隊
長
々
々
と
呼
び
做
せ
る
も
の
終
に
そ
の
名
称
と
な

り
、
今
や
軍
隊
的
行
動
に
相ふ

応さ

は
し
き
称
呼
と
な
れ
る
も
亦
奇
な
ら
ず
や

　
　

◎
隊
長
の
命
令
は
何
人
と
雖
も
服
従
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
（
略
）

　
　

◎
時
間
湯
は
六
ヶ
所
に
こ
そ
分
る
れ
、
其
号
令
も
一
、
総
て
の
調
子
も
亦
一

な
り
、
故
に
茲
に
は
唯
単
に
熱
の
湯
の
光
景
の
み
を
記
さ
ん
と
す

　
　

◎
熱
の
湯
に
は
三
槽
あ
り
。
第
一
槽
最
も
熱
く
し
て
百
四
十
五
度
、
第
二
槽

之
に
亜
ぎ
て
百
四
十
度
、
第
三
槽
は
熱
度
稍
々
低
し
と
雖
も
尚
ほ
百
三
十
五

度
た
り
。
衆
板
を
以
て
攪
拌
す
る
こ
と
約
三
十
分
、
熱
冷
め
て
百
二
十
度
乃

至
二
十
二
度
と
な
り
、
湯
も
亦
和
ら
ぐ
。
之
を
湯
揉
み
と
い
ふ
。
梅
毒
患
者

の
如
き
最
も
運
動
の
効
あ
り
。
浴
客
の
熱
き
を
好
も
の
は
第
一
槽
に
浴
し
、

次
は
第
二
槽
、
其
次
は
第
三
槽
に
浴
す
。
見
渡
せ
ば
第
三
槽
に
集
ま
る
も
の

最
も
多
し

　
　

◎
人
員
の
多
寡
に
依
り
数
回
に
分

ち
て
入
浴
す
。
一
回
目
を
一
本
と

曰
ひ
、
二
回
目
を
二
本
と
曰
ふ
。

一
本
の
時
最
も
熱
く
、
次
第
に
熱

度
低
減
し
て
四
五
本
目
に
は
百
十

度
と
な
る
。
熱
き
を
好
む
も
の
は

一
本
に
浴
し
、
婦
人
は
皆
最
後
に

浴
す

　
　

◎
入
浴
の
法
は
皆
一
斉
に
入
り
、

一
斉
に
出
て
、
遅
速
あ
る
を
許
さ

ず
。
中
途
に
し
て
或
は
出
で
、
或

は
身
体
手
足
を
動
か
さ
ん
か
、
熱

湯
波
瀾
を
起
し
て
同
槽
者
の
膚
を

侵
す
。
苦
言
ふ
可
か
ら
ず

　
　

◎
別
に
二
槽
あ
り
。
温
度
低
く
し
て
内
湯
と
異
な
ら
ず
。
内
湯
無
き
旅
館
に

在
る
も
の
来
り
て
此
槽
に
浴
す
（
略
）

　
　

◎
熱
の
湯
の
隊
長
は
野
島
小
八
郎
と
曰
ふ
越
後
の
人
、
職
に
在
る
こ
と
三
十

余
年
、
最
も
老
練
を
以
て
称
せ
ら
る
。
湯
を
手
に
掬
し
、
滴
々
と
し
て
脈
所

に
垂
ら
し
、
以
て
熱
度
を
図
る
。
寒
暖
計
を
以
て
之
を
試
む
る
に
曾
て
一
度

以
上
を
誤
る
こ
と
な
し
と
云
ふ
（
略
）

　

４　

戸
丸
国
三
郎
『
草
津
温
泉
名
勝
写
真
帖
』

　

時
間
湯
は
草
津
の
名
物
と
し
て
、
絵
は
が
き
や
写
真
帖
に
、
そ
の
画
像
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
一
四
年
の
『
草
津
温
泉
名
勝
写
真
帖
』
は
、
一
三

組
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
一
枚
で
、
時
間
湯
の
著
名
な
る
も
の
と
し

て
、
熱
の
湯
、
鷲
の
湯
、
地
蔵
の
湯
、
松
の
湯
、
白
旗
の
湯
の
五
つ
の
共
同
浴
場

の
外
観
を
組
写
真
に
し
て
い
る
。
時
間
湯
の
内
部
は
、
図
２
に
示
し
た
よ
う
に
三

ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
三
枚
目
の
写
真
で
、
入
浴
を
待
っ
て
周

図２　時間湯の写真（大正3/1914年）
（出典：戸丸国三郎『草津温泉名勝写真帖』（筆者蔵））

明治期から昭和初期における草津温泉の時間湯

―　　―59



り
に
立
つ
人
び
と
の
足
元
を
み
る
と
、
大
半
が
足
袋
を
は
い
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　

写
真
に
付
さ
れ
た
解
説
は
簡
略
な
も
の
で
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

時
間
湯
ノ
内
部
（
一
）

　
　

一
日
四
回
（
又
ハ
五
回
）
一
定
ノ
入
浴
時
ア
リ
、
時
至
レ
バ
各
湯
長
、
号
音

ヲ
以
ツ
テ
報
ジ
、
浴
客
舎
ニ
集
ル
、
浴
ニ
先
チ
湯
長
ノ
号
令
ニ
従
ヒ
テ
、
各

自
板
ヲ
取
リ
、
一
斉
ニ
拍
子
ヲ
合
セ
テ
槽
中
ヲ
攪
拌
ス
、
コ
レ
温
泉
ノ
熱
度

ヲ
減
ゼ
ン
ガ
為
ニ
シ
テ
、
亦
適
好
ノ
運
動
タ
リ
、
其
状
極
メ
テ
爽
快

　

時
間
湯
ノ
内
部
（
二
）

　
　

攪
拌
ヲ
終
レ
バ
浴
客
皆
槽
畔
ニ
蹲
リ
、
柄
杓
ヲ
以
ツ
テ
湯
ヲ
頭
ニ
灌
注
ス
ル

コ
ト
百
回
乃
至
二
百
回
也
、
之
レ
逆
上
ヲ
防
ガ
ン
ガ
為
ニ
シ
テ
、
因
ツ
テ
頭

脳
清
爽
タ
リ

　

時
間
湯
ノ
内
部
（
三
）

　
　

灌
注
終
レ
バ
湯
長
入
浴
ヲ
令
シ
、
客
初
メ
テ
槽
ニ
入
ル
、
入
浴
時
間
ヲ
三
分

ト
限
定
シ
、
進
退
一
ツ
ニ
湯
長
ノ
号
令
ニ
ヨ
ル
、
湯
長
時
々
、
時
針
ノ
進
行

ヲ
報
ズ
レ
バ
、
浴
客
一
斉
ニ
大
声
応
ト
答
フ
、
総
ベ
テ
他
ニ
類
ヲ
見
ザ
ル
所

也
、
槽
辺
ニ
佇
ム
ハ
第
一
回
ノ
浴
了
ヲ
待
ツ
者
ニ
シ
テ
、
第
一
回
ヲ
一
本
目

ト
称
シ
、
二
本
目
三
本
目
ヨ
リ
五
本
目
ニ
及
ブ
事
ア
リ
、
熱
度
従
ツ
テ
減
ズ

　

５　

五
十
嵐
治
夫
『
風
光
明
美
草
津
温
泉
誌
』

　

著
者
の
五
十
嵐
治
夫
は
、
か
つ
て
病
弱
で
あ
り
、
草
津
温
泉
が
唯
一
の
治
療

地
、
十
数
年
夏
に
冬
に
草
津
の
気
分
を
味
わ
っ
た
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
理
想

的
温
泉
場
と
な
っ
た
草
津
を
紹
介
す
る
案
内
書
が
必
要
で
あ
り
、
日
頃
の
恩
恵
に

報
い
る
た
め
に
筆
を
取
っ
た
と
、
序
に
記
し
て
い
る
。
一
九
二
二
年
刊
行
の
本
書

に
は
、
時
間
湯
は
六
箇
所
で
行
わ
れ
て
お
り
、
か
ぶ
り
湯
の
回
数
が
減
っ
て
、
現

今
は
二
十
杯
か
ら
五
十
杯
位
を
通
常
と
す
る
と
あ
る
（
五
十
嵐
一
九
二
二
：
八
〇

│

八
四
）。

　
　
　

草
津
温
泉
の
入
浴
法
に
は
他
の
温
泉
で
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
時
間
湯
と

称
す
る
も
の
が
行
な
は
れ
て
居
る
。（
略
）
屋
外
に
共
同
の
浴
場
が
六
ヶ

所
、
即
ち
松
の
湯
、
熱
の
湯
、
白
旗
の
湯
、
鷲
の
湯
、
千
代
の
湯
、
地
蔵
の

湯
、
と
あ
つ
て
毎
日
夏
は
五
回
（
午
前
五
時
、
十
時
、
午
後
二
時
、
五
時
、

八
時
）
の
時
刻
を
限
り
て
入
浴
す
る
方
法
で
あ
る
。
午
前
五
時
十
分
前
、
第

一
回
の
入
浴
を
知
ら
す
喇
叭
の
声
が
朝
の
温
泉
場
に
響
き
渡
る
。（
略
）

　
　
　

先
づ
脱
衣
場
に
着
物
を
捨
て
各
々
襦
袢
腰
巻
の
姿
と
な
る
。
足
袋
は
必
ず

突
掛
け
る
こ
と
に
定
め
て
あ
る
。
そ
れ
は
爪
先
は
全
身
中
に
最
も
熱
さ
を
感

ず
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

浴
漕マ

マ

は
普
通
二
つ
あ
り
て
、
第
一
漕
は
最
も
熱
く
百
四
十
五
度
前
後
、
第

二
漕
は
百
四
十
度
前
後
、
第
三
漕
は
百
三
十
五
度
前
後
で
、
婦
人
の
方
や
子

供
連
は
第
三
漕
に
入
る
を
常
と
し
て
居
る
。

　
　
　

そ
れ
か
ら
湯
揉
と
い
ふ
も
の
を
仕
る
。
腰
巻
一
本
に
な
る
と
、
各
自
選
ん

だ
浴
漕
に
集
り
、
皆
板
子
を
持
つ
て
熱
泉
を
攪
き
回
す
。
湯
を
冷
ま
す
為
と

和
ら
ぐ
為
と
同
時
に
、
浴
客
及
び
梅
毒
病
患
者
に
対
し
て
最
も
必
要
な
る
強

い
湯
気
を
自
然
に
呼
吸
さ
す
様
に
な
つ
て
居
る
。
ま
た
運
動
の
効
も
少
な
く

な
い
。

　
　
　

こ
の
浴
漕
を
攪
き
回
す
に
も
一
種
の
音
調
が
あ
る
。
板
子
の
左
右
に
一
攪

一
揚
自
ら
節
を
成
し
て
ゴ
ツ
ト
ン
〳
〵
宛
然
漕
の
軋
る
様
な
音
に
な
る
。
そ

の
調
子
に
よ
つ
て
浴
客
は

　
　
　

『
ハ
ア
、
チ
イ
ナ
〳
〵
ハ
ア
チ
ヨ
コ
チ
ヨ
イ
ナ
』
と
か

　
　
　

『
ヨ
ー
ホ
イ
、
ハ
ア
ド
ツ
コ
イ
〳
〵
』
な
ど
ゝ
宣
に
節
面
白
く
相
唱
へ
て

調
子
を
合
せ
る
、
疲
れ
た
も
の
は
他
の
者
が
之
に
代
わ
る
、
そ
し
て
熱
泉
の

度
を
各
漕
二
十
度
以
上
減
冷
す
る
。

　
　
　

時
間
湯
は
古
来
か
ら
浴
客
の
自
治
に
任
せ
て
、
事
に
慣
れ
た
も
の
を
湯
長

と
し
て
、
入
浴
者
一
切
の
行
動
を
湯
長
の
指
揮
、
号
令
に
委
せ
て
居
る
。

　
　
　

第
一
漕
の
温
度
百
二
十
度
前
後
に
下
り
し
時
に
湯
長
は
号
令
を
か
け
る
。

板
子
持
つ
手
は
一
斉
に
停
め
て
、
手
早
く
襦
袢
を
脱
ぎ
赤
裸
と
な
つ
て
浴
槽
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近
く
陣
取
る
。
各
自
小
檜
杓
を
把
上
げ
て
湯
を
頭
上
に
被
け
初
ま
る
。
そ
れ

が
昔
は
百
杯
二
百
杯
と
被
る
を
常
と
せ
し
が
、
医
学
上
又
浴
客
統
計
上
害
あ

る
為
め
、
現
今
は
二
十
杯
乃
至
五
十
杯
位
を
通
常
と
し
て
居
る
。
逆
上
、
瞑

眩
を
防
ぐ
に
最
も
効
能
が
有
る
と
云
ふ
。

　
　

湯
長
時
分
を
見
て

　
　

『
宜
し
く
ば
そ
ろ
〳
〵
下
り
ま
せ
う
。』

　
　
　

と
云
へ
ば
、
皆
な
檜
杓
を
捨
て
ゝ
そ
ろ
〳
〵
這
入
る
。
熱
冷
め
し
た
と
は

い
ひ
、
尚
沸
騰
点
に
近
い
の
で
あ
る
か
ら
始
め
て
の
人
は
躊
躇
し
て
仲
々
足

も
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
病
ひ
持
つ
人
の
信
念
で
無
く
ば
腰
さ
い
没
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
だ
ら
う
。

　
　
　

や
が
て
皆
な
沈
ま
つ
た
を
見
て
湯
長
が

　
　

（
揃
つ
て
三
分
―
―
）

　
　

『
辛
棒
の
仕
ど
こ
ろ
』

　
　
　

な
ど
ゝ
始
終
声
を
か
け
る
。
人
々
は
歯
を
咬
ひ
し
ば
つ
て
息
を
殺
す

（
略
）

　
　

（
限
て
一
分
）

　
　

『
宜
し
く
ば
上
り
ま
せ
う
』

　
　

と
湯
長
の
声
が
終
ら
ぬ
う
ち
一
斉
に
脱
兎
の
様
に
飛
び
上
る
。

　

６　

中
村
舜
二
『
天
下
の
草
津
温
泉
』

　

著
者
の
中
村
舜
二
は
、
本
書
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
草
津
で
の
滞
在
六
十
余

日
、
後
半
の
三
十
日
間
に
材
料
を
集
め
て
執
筆
し
た
と
序
で
述
べ
て
い
る
。
一
九

三
六
年
夏
の
現
地
調
査
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
案
内
書
で
あ
る
。
医
学
者
で
温
泉

研
究
者
の
藤
浪
剛
一
と
三
沢
敬
義
が
序
文
を
寄
せ
、
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
自

身
と
草
津
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
六
・
二
七
年
頃
に
電
力
事
業
の
視

察
で
一
泊
、
一
九
二
九
・
三
〇
年
頃
に
一
ヶ
月
滞
在
し
た
妻
を
迎
え
に
行
っ
た
、

一
九
三
三
年
に
家
族
一
〇
人
余
で
一
〇
日
間
余
滞
在
と
三
回
あ
り
、
こ
の
時
が
四

回
目
で
あ
っ
た
（
中
村
一
九
三
六
：
一
一
五
│

一
一
六
）

　

本
書
で
は
「
町
営
の
公
衆
浴
場
、
時
間
湯
と
入
浴
回
数
、
湯
揉
み
と
湯
長
、
時

間
湯
と
湯
揉
み
の
始
ま
り
、
三
分
間
の
辛
抱
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
浴
場
や
入

浴
法
を
詳
し
く
案
内
し
て
い
る
（
中
村
一
九
三
六
：
二
六
│
三
九
）。
号
令
は
か

ぶ
り
湯
の
合
図
を
除
く
と
、
入
浴
に
関
す
る
も
の
七
つ
を
記
し
て
お
り
、
現
今
ま

で
伝
え
ら
れ
て
き
た
号
令
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
（
N
Ｐ
Ｏ
法
人
草
津
湯
治
の

会
二
〇
一
四
：
巻
頭
二
一
）。

　
　
　

現
在
（
昭
和
十
一
年
九
月
）
草
津
町
営
の
公
衆
浴
場
は
、
左
記
の
如
き
十

四
ヶ
所
で
あ
つ
て
、
其
内
の
五
ヶ
所
が
時
間
湯
に
充
て
ら
れ
、
他
の
九
ヶ
所

が
普
通
湯
と
な
つ
て
居
る
。
時
間
湯
は
夏
期
特
に
多
い
湯
治
客
を
対
象
と
し

て
居
る
の
で
、
普
通
湯
に
比
し
て
収
容
力
も
大
き
く
設
備
も
少
し
く
整
つ
て

居
る
。（
略
）

　
　
　

熱
の
湯　
　

松
の
湯　
　

地
蔵
の
湯　
　

鷲
の
湯　
　

千
代
の
湯

　
　
　

こ
の
五
ヶ
所
の
時
間
湯
は
、
何
れ
も
源
泉
の
沸
騰
地
点
若
し
く
は
直
ぐ
そ

の
附
近
に
建
て
ら
れ
て
居
る
の
で
、
所
謂
沸
き
立
て
の
ホ
ヤ
〳
〵
と
云
ふ
よ

り
も
、
沸
騰
そ
の
も
の
で
あ
り
源
泉
そ
れ
自
身
で
あ
つ
て
、
同
時
に
又
た
新

鮮
そ
の
も
の
で
あ
り
自
然
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。（
略
）

　
　
　

こ
の
時
間
湯
の
浴
槽
は
、
大
体
二
区
画
又
は
三
区
画
に
仕
切
つ
て
、
源
泉

の
導
き
方
に
よ
つ
て
一
番
湯
、
二
番
湯
、
三
番
湯
と
云
つ
た
工
合
に
、
温
度

を
少
し
づ
ゝ
引
き
下
げ
ら
れ
て
居
る
。
一
番
湯
は
先
づ
百
二
十
度
程
度
で
、

二
番
湯
、
三
番
湯
と
二
度
乃
至
三
度
程
度
に
熱
度
が
緩
和
さ
れ
て
居
る
。
入

浴
者
は
普
通
三
番
湯
か
ら
入
り
は
じ
め
て
、
慣
れ
る
に
従
ひ
、
又
タ
ゞ
レ
に

順
応
し
て
二
番
湯
、
一
番
湯
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
三
番
湯
が
一
番
多
く
利

用
さ
れ
る
の
で
、
随
つ
て
ど
こ
の
時
間
湯
で
も
こ
の
三
番
湯
（
三
番
の
無
い

と
こ
ろ
は
二
番
）
が
浴
槽
の
大
部
分
を
占
め
て
居
る

）
2
（

。

　
　
　

そ
こ
で
問
題
は
入
浴
の
回
数
と
入
浴
時
間
で
あ
る
。
昔
は
一
日
五
回
の
習

は
し
で
あ
つ
た
も
の
だ
が
、
近
年
に
な
つ
て
一
回
減
ら
さ
れ
て
四
回
制
度
と

な
り
、
午
前
が
七
時
と
十
一
時
、
午
後
が
三
時
と
七
時
の
各
両
度
で
、
湯
揉

明治期から昭和初期における草津温泉の時間湯
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み
作
業
（
別
項
参
照
）
で
熱
い
湯
を
洗
練
し
、
熱
度
を
引
き
下
げ
た
上
で

銘
々
用
意
の
柄
杓
（
凡
そ
一
立
）
で
、『
冠か

ぶ
り
湯
』
と
称
し
て
、
先
づ
そ

の
湯
を
ザ
ブ
〳
〵
と
頭
に
か
ぶ
る
こ
と
三
十
杯
と
定
め
ら
れ
て
居
る
。
つ
ま

り
こ
の
冠
ぶ
り
湯
で
大
切
な
頭
に
活
を
入
れ
、
逆の

ぼ

せ上
や
眩め

ま

い暈
の
予
防
に
備
へ

る
の
で
あ
る
。
昔
は
こ
の
冠
ぶ
り
湯
を
百
回
も
二
百
回
も
重
ね
た
も
の
だ

が
、
現
在
で
は
こ
の
程
度
が
合
理
的
だ
と
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
冠
ぶ
り
湯
が

済
ん
で
、
愈
々
湯
長
指
揮
の
下
に
一
同
ザ
ブ
ン
と
で
は
無
く
、
ソ
ロ
ツ
と
湯

に
入
り
、
別
項
に
記
し
た
如
く
に
三
分
間
の
修
練
を
積
む
の
で
あ
る
。（
略
）

　
　

草
津
を
天
下
に
宣
伝
し
た
の
が
有
名
な
『
草
津
よ
い
と
こ
』
の
湯
揉
み
歌
で

説
明
さ
れ
た
『
湯
揉
み
』
で
あ
り
、
そ
の
湯
揉
み
を
中
心
と
し
た
入
浴
工
作

統
率
者
た
る
湯
長
の
存
在
で
あ
る
。（
略
）

　
　

午
前
の
第
一
回
の
湯
揉
み
は
、
そ
の
日
の
最
初
で
あ
り
湯
が
前
夜
か
ら
代
へ

ら
れ
て
居
る
為
に
、
約
一
時
間
許
り
を
揉
む
に
揉
む
の
を
常
と
し
、
第
二

回
、
第
三
回
、
第
四
回
は
ど
こ
の
時
間
湯
で
も
大
概
三
四
十
分
程
度
と
な
つ

て
居
る
。
浴
槽
一
回
の
収
容
人
員
は
熱
の
湯
が
最
も
広
く
て
先
づ
四
十
人
、

松
の
湯
、
鷲
の
湯
、
千
代
の
湯
、
地
蔵
の
湯
で
は
二
三
十
人
前
後
で
、
男
子

が
先
づ
這
入
つ
て
女
子
が
後
回
し
と
な
つ
て
居
る
。

　
　
　

浴
槽
の
四
周
に
『
わ
い
せ
つ
の
歌
は
御
遠
慮
下
さ
い
』
と
大
き
く
張
り
出

さ
れ
て
は
居
る
が
、
こ
ゝ
は
苟
く
も
草
津
時
間
湯
の
闘
士
の
揃
ひ
で
あ
る
。

（
略
）
随
分
露
骨
な
の
を
代
る
〳
〵
高
唱
絶
叫
し
て
、
御
湯
の
熱
気
と
共
に

あ
た
り
に
発
散
さ
せ
る
そ
の
光
景
は
、（
略
）
イ
ヤ
ハ
ヤ
壮
ん
な
も
の
で
は

あ
る
。（
略
）

　
　

湯
長
は
大
時
計
と
睨
め
つ
こ
を
し
な
が
ら
、
一
尺
に
余
る
筒
入
り
の
大で

か

い
寒

暖
計
を
湯
に
突
つ
込
ん
で
は
、
時
々
そ
の
熱
度
を
検
査
し
て
居
る
。
や
が
て

人
も
練
ら
れ
湯
も
亦
た
練
ら
れ
た
潮
合
を
見
た
湯
長
は
、
拍
子
木
を
カ

チ
〳
〵
と
叩
い
て
入
湯
の
用
意
を
命
ず
る
。（
略
）
柄
杓
に
お
湯
を
満
々
と

汲
ん
で
、
頭
か
ら
三
十
杯
を
冠か

ぶ
る
の
が
こ
ゝ
で
の
特
色
、
そ
れ
が
済
ん
で

愈
々
湯
長
の
号
令
で
、
皆
一
緒
に
ソ
ロ
ツ
と
這
入
る
の
で
あ
る
。（
略
）
三

分
間
が
刻
々
と
刻
ま
れ
て
行
く
間
に
、
湯
長
は
時
計
の
針
を
見
詰
め
て
は
、

何
事
か
次
ぎ
〳
〵
と
号
令
を
掛
け
る
と
、
こ
の
湯
長
の
掛
け
声
に
応
じ
て
浴

客
は
一
々
お
湯
の
中
か
ら
、
そ
れ
に
合
ひ
槌
を
打
つ
こ
と
に
な
つ
て
居
る
。

こ
の
湯
長
の
号
令
は
ど
こ
の
時
間
湯
で
も
共
通
だ
が
（
略
）
我
れ
〳
〵
素
人

の
耳
に
は
一
向
聞
き
取
れ
な
い
が
、
湯
長
の
説
明
に
従
へ
ば
次
の
や
う
な
八

度
の
号
令
に
分
れ
て
居
る
。

　
　
　

一
、『
御
支
度
は
よ
ろ
し
う
御
座
い
ま
す
か
。
…
一
同
冠
ぶ
り
湯
を
行
ふ

　
　
　

二
、『
よ
ろ
し
く
ば
下
り
ま
せ
う
。
…
…
…
…
一
同
入
湯

　
　
　

三
、『
揃
つ
て
三
分
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同
一
行
動
を
命
ず
る
の
意

　
　
　

四
、『
改
正
の
二
分
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
分
を
過
ぎ
た
時

　
　
　

五
、『
限
つ
て
一
分
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
分
を
過
ぎ
た
時

　
　
　

六
、『
チ
ツ
ク
リ
の
御
辛
抱
。
…
…
…
…
…
…
あ
と
僅
か
に
な
つ
た
時

　
　
　

七
、『
辛
抱
の
し
ど
こ
ろ
。
…
…
…
…
…
…
…
激
励
す
る
の
意
味

　
　
　

八
、『
よ
ろ
し
く
ば
上
り
ま
せ
う
。
…
…
…
…
時
間
満
了
の
時

三　

紀
行
文
に
み
る
記
述

　

１　

石
坂
白
亥
「
白
根
紀
行
」

　

石
坂
白
亥
は
一
八
二
七
年
に
上
野
国
で
生
ま
れ
た
俳
人
で
、
一
八
六
九
（
明
治

二
）
年
に
草
津
へ
赴
い
て
い
る
。
水
戸
藩
士
・
武
田
金
次
郎

）
3
（

の
供
の
一
人
と
し

て
、
六
月
二
〇
日
に
小
石
川
の
水
戸
藩
邸
を
出
て
、
二
四
日
に
草
津
到
着
、
翌
日

か
ら
山
本
十
右
衛
門
（
の
ち
十
一
郎
に
改
名
）
の
隠
居
宅
に
滞
在
し
、
七
月
二
一

日
に
草
津
を
立
っ
た
。
こ
の
年
の
四
月
七
日
に
草
津
で
大
火
が
あ
り
、
逗
留
す
る

家
も
み
え
ず
、
大
屋
も
い
ま
だ
普
請
を
始
め
て
い
な
い
も
の
が
多
い
と
あ
る
。

　

入
浴
の
様
子
は
七
月
九
日
の
記
事
に
詳
し
い
（
石
坂
一
九
八
〇
：
七
六
│

七

七
）。
次
の
文
か
ら
は
、
練
兵
の
指
揮
を
ま
ね
て
「
総
隊
あ
が
れ
」
と
い
う
指
図

を
す
る
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
浴
場
名
は
、
こ
の
日
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
他
の
日
に
言
及
さ
れ
て
い
る
熱
の
湯
と
思
わ
れ
る
。
七
月
一
二
日
か
ら
一
四
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日
に
は
、
爛
れ
の
つ
ら
さ
に
入
浴
を
避
け
て
、
地
蔵
の
湯
を
引
き
、
板
を
囲
い
屋

根
を
張
っ
て
あ
る
と
い
う
蒸
し
湯
に
出
か
け
て
い
る
。

　
　
　

九
日　

雨　

股
の
爛
れ
ん
と
す
る
勢
に
て
頭
痛
発
熱
悪
寒
し
、
浴
す
る
に

難
儀
也
。
扨
数
多
の
人
の
咄
し
を
聞
く
に
、
い
づ
れ
も
早
く
爛
れ
ん
事
を
願

ひ
、
爛
れ
て
後
は
乾
か
む
事
を
お
も
ふ
と
い
へ
ど
も
、
其
の
毒
の
浅
深
に
よ

り
て
愈
る
に
遅
速
あ
り
、
其
中
の
く
る
し
み
を
い
は
ば
患
所
必
痒
み
を
生

ず
。
故
に
数
度
湯
に
入
、
夫
さ
へ
ぬ
る
き
は
あ
が
り
て
湯
の
乾
く
間
、
緑
礬

の
気
し
み
渡
り
て
脳
に
徹
し
、
し
ば
し
は
も
の
も
得
い
は
れ
ぬ
程
な
れ
ば
、

み
な
熱
湯
に
入
る
。
白
布
に
腹
に
ま
き
、
足
袋
脚
絆
を
は
き
、
手
の
甲
と
云

も
の
を
か
け
、
首
に
は
手
ぬ
ぐ
ひ
を
巻
き
、
一
同
湯
桁
の
上
に
並
び
居
て
申

合
せ
、
湯
を
動
か
さ
ざ
る
や
う
に
沈
み
、
あ
が
る
に
も
又
左
の
通
り
。
然
る

に
剽
逸
の
も
の
あ
り
て
、
練
兵
の
指
揮
を
ま
ね
、
総
隊
あ
が
れ
と
い
ふ
を
指

図
に
み
な
湯
桁
に
登
る
。
手
ば
や
く
か
ら
だ
を
拭
て
着
も
の
を
か
け
、
側
の

茶
み
せ
に
て
休
み
居
て
は
浴
す
る
也
。
あ
つ
さ
を
こ
ら
へ
て
沈
む
が
為
に
、

手
足
み
な
火
が
た
と
云
物
の
ご
と
く
焼
て
見
ぐ
る
し
か
り
き
。

　

２　

大
槻
文
彦
「
上
毛
温
泉
遊
記
」

　

国
語
学
者
の
大
槻
文
彦
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
八
）
は
、
一
八
七
九
（
明
治
一

二
）
年
に
博
物
学
者
の
田
中
芳
男
と
と
も
に
草
津
を
訪
れ
た
。
九
月
七
日
夜
一
一

時
に
草
津
到
着
し
、
山
本
十
一
郎
の
宿
に
泊
ま
っ
た
。
八
日
は
草
津
滞
在
、
九
日

早
朝
に
出
立
し
て
い
る
。

　

打
た
せ
湯
と
な
っ
て
い
た
瀧
の
湯
以
外
は
、
世
の
常
の
入
浴
と
異
な
ら
な
い
、

た
だ
熱
の
湯
に
は
浴
法
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
、
時
間
湯
が
行
わ
れ
て
い
た
の

は
熱
の
湯
だ
け
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
図
３
は
、
同
時
期
の
熱
の
湯
を
描
い
て

お
り
、
湯
も
み
の
場
面
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
日
の
滞
在
な
が
ら
大
槻
は
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。
熱
の
湯
に
入
浴
す

る
者
は
死
ぬ
か
癒
え
る
か
を
掛
け
て
お
り
死
者
も
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
野
蛮
残
酷

と
あ
き
れ
て
い
る
。
隊

長
と
呼
ば
れ
る
者
は
今

年
よ
り
人
を
選
ん
で
世

話
人
と
称
し
て
い
る
こ

と
、
入
浴
時
間
が
二
〜

三
分
間
ば
か
り
と
な
っ

て
い
て
、
ま
だ
三
分
と

定
ま
っ
て
い
な
い
こ

と
、
隊
長
の
か
け
声
に

み
な
が
唱
和
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

　

諸
泉
の
中
に
瀧
の
湯

に
は
浴
法
あ
り
て
濫

浴
す
べ
か
ら
ず
、
其
他
の
浴
場
は
世
の
常
の
温
泉
に
浴
す
る
と
大
に
異
な
る
な

し
。
只
熱
の
湯
は
特
に
浴
法
あ
り
て
、
其
の
状
実
に
人
を
し
て
胆
を
寒
か
ら
し

む
。（
略
）
其
の
浴
す
る
の
熱
度
は
華
氏
百
二
十
五
度
な
り
、（
略
）
此
の
湯
は

殊
に
梅
毒
に
効
あ
り
と
し
、
浴
す
る
者
は
大
抵
経
久
痼
疾
に
陥
り
し
者
に
て
、

皆
此
熱
湯
に
病
を
投
ず
る
は
死
ぬ
る
と
癒
ゆ
る
と
の
両
途
な
り
と
決
心
し
、
実

に
此
の
熱
に
死
ぬ
る
者
往
々
あ
り
と
い
へ
り
。
近
年
県
庁
よ
り
も
種
々
其
の
弊

を
諭
さ
れ
、
此
の
浴
場
の
旁
に
警
察
の
交
番
所
な
ど
も
あ
れ
ど
、
愚
民
更
に
従

は
ず
、
此
の
熱
な
ら
で
は
効
な
し
と
し
、
此
の
湯
に
入
り
て
死
ぬ
る
は
即
不
治

の
病
な
る
も
の
と
し
、
甘
ん
じ
て
此
の
危
厄
を
踏
め
り
。（
略
）
此
の
熱
の
湯

は
市
街
の
中
央
湯
垣
の
西
北
路
旁
に
あ
り
。
涌
口
の
傍
に
浴
場
を
作
る
。
湯
槽

方
三
四
間
、
中
を
三
槽
に
分
ち
、
極
め
て
熱
き
は
涌
口
に
し
て
次
第
に
稍
ぬ
る

し
。（
略
）
浴
す
る
時
は
数
十
人
揃
ひ
て
入
る
。
浴
者
の
中
に
久
し
く
浴
治
し

て
熱
に
慣
れ
た
る
者
、
頭
目
と
な
る
。
卒
無
頼
の
者
な
り
、
衆
人
こ
れ
を
隊
長

と
呼
べ
り
。
隊
長
の
合
図
に
て
入
り
又
出
づ
る
な
り
。
浴
者
、
隊
長
に
賂
送

図３　熱の湯の図絵（明治12/1879年）
（出典：西川義方（1932）『温泉と健康』（筆者蔵））
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る
。
然
せ
ざ
る
時
は
種
々
に
妨
げ
或
は
熱
に
苦
ま
し
む
る
事
あ
り
。
隊
長
は
夏

の
初
来
り
秋
の
中
に
財
を
蓄
へ
て
帰
る
者
も
あ
り
と
云
。
然
る
に
今
年
よ
り
は

其
の
弊
を
改
め
、
更
に
人
を
選
び
て
世
話
人
と
称
せ
し
む
と
ぞ
。
初
め
て
此
に

来
る
者
は
先
、
他
の
温
湯
に
入
り
慣
れ
て
、
次
第
に
此
熱
湯
に
移
る
な
り
。
此

の
湯
、
夜
は
新
泉
終
夜
流
れ
て
朝
に
は
新
陳
交
替
す
。
早
朝
浴
場
を
開
か
ん
と

す
る
時
、
隊
長
先
出
で
て
湯
の
差
口
を
塞
ぎ
柝
を
撃
ち
て
人
を
呼
べ
ば
、
市
中

遠
近
の
旅
店
よ
り
浴
者
皆
来
り
集
る
。
其
体
を
見
る
に
身
の
内
皆
爛
れ
て
陰
部

殊
に
甚
し
く
、
皆
綿
な
ど
あ
て
て
あ
り
（
略
）
皆
よ
ろ
〳
〵
と
歩
む
。
男
女
裸

体
と
な
り
打
交
り
騒
が
し
く
入
り
立
つ
。
初
め
各
一
枚
の
板
を
と
り
湯
槽
の
四

辺
に
立
ち
、
声
立
て
て
湯
を
か
き
ま
ぜ
て
熱
を
殺
ぐ
。
こ
れ
を
湯
を
揉
む
と
い

ひ
、
板
を
揉
板
と
い
ふ
。
揉
む
事
凡
十
分
間
許
に
し
て
隊
長
掌
を
鳴
ら
し
て
止

む
れ
ば
、
長
き
板
を
数
枚
槽
の
上
に
亘
し
皆
板
の
上
に
蹲
ま
り
、
柄
の
短
き
柄

杓
に
て
皆
俯
し
て
頭
部
に
熱
湯
を
汲
み
上
げ
〳
〵
注
ぐ
。
初
め
に
斯
く
し
て
後

に
入
ら
ざ
れ
ば
、
体
の
み
熱
し
て
眩
迷
す
と
云
。
頭
に
注
ぐ
事
凡
三
百
盃
程
な

る
べ
し
、
皆
頭
も
面
も
真
赤
に
な
り
て
煠ゆ

で
あ
げ
た
る
が
如
し
。
隊
長
又
柄
杓

に
て
槽
の
舷
を
叩
け
ば
皆
湯
に
入
る
の
装
を
為
す
。
弱
き
者
、
新
参
の
者
は
足

袋
を
は
き
、
又
は
肩
身
に
布
な
ど
纏
ひ
皆
揃
ひ
て
、
板
に
両
手
を
突
き
張
り
足

よ
り
そ
ろ
〳
〵
と
入
る
な
り
。
入
る
時
に
隊
長
声
を
あ
げ
て
「
三
国
一
の
名
湯

―
―
」
と
い
へ
ば
、
皆
異
口
同
音
に
「
有
り
難
い
」
と
和
す
。
隊
長
を
首
と
し

て
―
―
隊
長
は
湯
の
差
し
口
の
処
に
入
る
―
―
一
同
身
動
き
も
せ
ず
し
て
沈

む
。（
略
）
全
く
沈
め
ば
隊
長
時
々
に
声
を
揚
げ
て
種
々
に
た
は
け
た
る
事
を

云
ふ
「
梅か

さ毒
は
根
切
れ
だ
も
う
少
し
の
辛
抱
だ
」
な
ど
い
へ
ば
一
同
声
あ
げ
て

和
す
。
熱
に
ま
け
じ
と
気
を
引
き
立
つ
る
な
ら
ん
。
沈
み
居
る
間
は
凡
二
三
分

間
許
に
し
て
隊
長
、「
暖
つ
た
ら
そ
ろ
〳
〵
出
や
う
」
―
―
余
は
煠ゆ

だ

つ
た
ら
の

誤
り
な
る
べ
し
と
思
へ
り
―
―
と
い
ふ
を
合
図
に
一
同
我
先
に
と
跳
ね
出
づ
。

其
熱
き
事
如
何
ぞ
や
と
思
ふ
ば
か
り
な
り
。
余
が
見
た
る
時
は
、
此
一
度
に
入

り
た
る
者
、
凡
五
六
十
人
許
な
り
。（
略
）
盛
な
る
時
は
此
浴
場
の
四
辺
に
三

百
人
も
集
る
と
云
。
最
初
に
入
る
を
一
番
と
云
、
次
な
る
を
二
番
、
三
番
と

云
。
二
番
の
群
よ
り
は
湯
を
揉
ま
ず
直
に
頭
に
注
ぎ
入
る
な
り
。
四
番
程
に
し

て
止
ぬ
。
婦
人
は
多
く
二
番
三
番
に
入
る
。（
略
）
斯
く
す
る
こ
と
一
日
に
五

六
度
な
り
と
云
。（
略
）
熱
湯
に
沈
む
間
に
堪
へ
ず
、
又
一
人
先
出
づ
る
事
能

は
ず
し
て
遂
に
眩
し
て
斃
る
る
者
あ
り
。
斃
る
れ
ば
「
ア
ガ
ツ
タ
」
と
い
ひ
一

同
に
板
の
間
の
上
へ
引
き
上
げ
、
水
注
ぐ
。
蘇
す
る
者
は
蘇
し
、
体
弱
き
者
は

遂
に
死
ぬ
る
も
あ
り
。
実
に
此
の
熱
の
湯
の
現
状
を
見
て
、
余
、
田
中
君
と
且

驚
き
且
呆
れ
醜
臭
野
蛮
残
酷
、
亦
こ
れ
に
超
ゆ
る
も
の
無
か
る
べ
し
。

　

３　

坪
谷
水
哉
「
草
津
入
浴
記
」

　

坪
谷
水
哉
（
一
八
六
二
〜
一
九
四
九
）
の
「
草
津
入
浴
記
」
は
一
九
〇
六
（
明

治
三
九
）
年
八
月
、
草
津
に
一
週
間
ほ
ど
滞
在
し
た
と
き
の
見
聞
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
時
間
湯
と
い
う
名
称
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
湯
畑
を
囲

む
位
置
に
あ
る
熱
の
湯
、
松
の
湯
、
白
旗
の
湯
の
三
カ
所
と
、
少
し
離
れ
た
鷲
の

湯
（
本
文
で
は
鷹
ノ
湯
と
誤
記
）
と
地
蔵
の
湯
で
、
一
日
五
回
入
浴
し
て
い
る
と

記
し
て
い
る
。

　

次
の
文
か
ら
は
、
浴
場
ご
と
に
入
浴
客
に
知
ら
せ
る
鳴
り
物
が
違
う
こ
と
、
糜

爛
で
歩
行
困
難
な
客
が
集
ま
っ
て
く
る
様
子
、
隊
長
の
号
令
は
正
面
の
時
計
の
下

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

　
　

忽
ち
聞
く
午
前
五
時
の
時
間
湯
を
報
ず
る
種
々
の
鳴
り
物
の
中
に
、
喇ら

つ

ぱ叭
は

熱
の
湯
、
鈴
は
松
の
湯
、
拍
子
木
は
白
旗
の
湯
な
り
。
近
く
湯
畑
を
囲
ん
で
鼎

か
な
へ

の
如
く
に
位
置
を
占
め
た
る
浴
場
は
、
各お
の
お
の各

鳴
物
で
浴
客
を
招
集
す
る
と
、

家
々
の
客
室
か
ら
、
浴
衣
の
白
き
が
ゾ
ロ
〴
〵
と
、
左
手
に
手
拭
ま
た
は
タ
オ

ル
、
右
に
柄
杓
を
携
へ
、
ま
だ
昨
今
到
着
し
た
る
は
元
気
好
け
れ
ど
、
十
日
乃な

い

至し

二
週
間
も
経
た
る
は
、
股
間
、
腋わ
き

下し
た

な
ど
、
激
し
く
糜た

爛ヾ
れ
て
、
歩
行
自
由

な
ら
ね
ば
、
股
を
広
げ
て
家あ

ひ

る鴨
の
行
列
の
如
く
、
各
自
に
平
生
入
浴
す
る
浴
場

に
と
来
り
集
ま
る
。
最
も
多
き
熱
の
湯
は
、
同
時
に
三
百
人
ほ
ど
も
集
ま
り
、

他
の
松
の
湯
も
大
抵
之
に
匹
敵
し
、
白
旗
の
湯
は
百
人
位
に
過
ぎ
ず
。
浴
場
に

関　戸　明　子
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集
ま
り
た
る
浴
客
中
、
身
体
の
激
し
く
糜
爛
れ
た
る
者
は
、
滞
在
の
久
し
き
だ

け
知
己
も
多
く
、
他
の
人
々
之
を
劬い

た

は
り
て
、
暫
ら
く
傍
に
眺
め
居
れ
ど
、
自

余
の
者
は
、
浴
衣
脱
ぎ
捨
て
、
各め

い

各め
い

に
、
浴
槽
の
傍
に
備
へ
た
る
幅
七
寸
、
長

さ
六
尺
許
り
の
板
押
つ
取
り
、
片
端
を
湯
中
に
入
れ
、
一
列
に
並
ん
で
、
ハ

ア
、
コ
リ
ヤ
コ
リ
ヤ
、
ド
ツ
コ
イ
ド
ツ
コ
イ
と
懸
け
声
勇
ま
し
く
、
調
子
を
揃

へ
て
湯
中
を
攪か

き

拌ま
は

す
。（
略
）
斯
か
る
作
業
の
総
指
揮
者
に
は
、
何
れ
の
時
間

湯
に
も
、
湯
長
、
俗
に
隊
長
と
名な

づ

く
る
者
あ
り
。（
略
）
隊
長
は
、
数し
ば

〻
柄
杓

を
以
て
湯
を
自
身
の
頭
に
注
ぎ
て
熱
度
を
試
験
し
、
大
約
三
十
分
時
間
を
攪
拌

し
た
る
後
、
最
早
入
浴
に
適
す
る
と
認
め
た
る
と
き
、
手
を
拍う

つ

て
攪
拌
を
制と

止ゞ

む
。
此
時
の
熱
度
は
大
抵
百
二
十
度
、
隊
長
の
頭
は
一
種
の
寒
暖
計
に
て
、
柄

杓
で
冠か

ぶ

り
検
し
て
、
一
度
で
も
其
の
熱
の
加
減
を
誤
ま
る
こ
と
が
無
い
。

　
　

今
ま
で
湯
の
中
を
攪か

き

ま拌
は
す
用
に
供
し
た
板
は
、
急
に
浴
槽
の
両
端
に
橋
の

如
く
列つ

ら

ね
て
架
け
、
板
と
板
と
の
間
は
二
尺
ほ
ど
づ
ゝ
を
隔
て
、
浴
客
は
其
の

板
の
上
に
行
儀
よ
く
並
び
座
し
、
タ
オ
ル
ま
た
は
手
拭
を
蔽お

ほ

ふ
た
る
頭
を
低
く

板
の
間
に
垂
れ
、
直
径
三
寸
、
深
さ
三
寸
、
柄
の
長
さ
五
寸
ほ
ど
な
る
柄
杓
を

以
て
、
槽
中
の
湯
を
汲
ん
で
頭
に
注
ぐ
こ
と
大
抵
百
回
乃
至
二
百
回
、
是
で
先

づ
熱
湯
中
に
入
る
も
逆
上
し
て
瞑め

ま

ひ眩
す
る
危
険
を
予
防
し
、
斯
く
し
て
一
同
の

準
備
が
出
来
る
と
、
隊
長
は
正
面
な
る
時
計
の
下
に
立
ち
、
号
令
し
て
曰
く
、

『
御お

し

た

く

準
備
が
宜
し
け
れ
ば
ソ
ロ
〳
〵
下
り
ま
せ
う
』

　
　

『
揃
つ
て
三
分
―
―
』
之
れ
が
一
同
浴
槽
中
に
身
を
沈
め
た
る
と
き
、
先
づ

隊
長
が
下
し
た
る
号
令
で
あ
る
。（
略
）
一
生
懸
命
と
為
て
両
手
を
左
右
の
板

に
懸
け
、
戦
々
兢
々
と
し
て
身
を
下
し
て
脚
を
槽ゆ

の

底そ
こ

に
着
け
た
る
と
き
、
是
か

ら
三
分
間
は
、
決
し
て
自
由
の
行
動
を
許
さ
れ
ざ
る
命
令
に
接
し
た
る
な
り
。

勿
論
一
人
に
て
も
身
を
動
か
し
て
湯
を
煽あ

ふ

れ
ば
、
他
の
者
は
熱
に
襲
は
れ
て
堪

へ
難
く
な
る
な
り
。（
略
）
一
槽
の
中
、
一
回
約
五
六
十
人
の
浴
客
、
大
官
、

紳
商
、
車
夫
、
馬
丁
、
貴
賤
平
等
、
上
下
無
差
別
、
尽

こ
と
ご
とく

隊
長
の
号
令
に
服
従

し
て
、
唯
だ
其
の
顔
を
板
の
上
に
現
は
し
、
一
号
令
ご
と
に
、『
オ
ー
イ
』
と

一
斉
に
叫
ん
で
、
之
に
和
す
る
の
み
。
頓や

が

て
一
分
間
経
て
り
。

　
　

『
改
正
の
二
分
―
―
』
之
が
隊
長
の
第
二
の
号
令
な
り
。（
略
）
暫
ら
く
し
て

『
限
つ
て
一
分
―
―
』
と
号
令
す
。
さ
ア
其
頃
に
な
る
と
、
浴
客
は
皆
な
顔
色

が
火
の
如
く
赤
く
な
り
、
口
を
開あ

い
て
ホ
ー
〳
〵
と
大
息
す
る
も
の
あ
れ
ば
、

歯
を
食
ひ
し
ば
つ
て
気
を
張
り
詰
め
る
も
あ
り
、
一
呼
一
吸
、
気
息
次
第
に
困く

る

し
む
。
隊
長
ジ
ツ
と
見
詰
め
て
之
を
慰
さ
め
、『
ハ
ア
チ
ツ
ク
リ
御
辛
抱
！
』、

浴
客
の
顔
色
は
益
〻
赤
く
、
呼
吸
は
愈
〻
荒
く
な
り
、
最
早
堪
へ
難
き
が
如

し
。
然
れ
ど
も
一
人
軽
忽
に
動
か
ば
立
ど
こ
ろ
に
一
同
の
激
怒
に
触
れ
、
如
何

な
る
制
裁
を
受
ん
も
知
れ
ね
ば
、
今
は
絶
体
絶
命
と
覚
悟
し
て
、
次
な
る
号
令

を
待
て
ば
『
ハ
ア
辛
抱
の
仕
ど
こ
だ
ツ
』
と
叫
ん
で
未
だ
上

じ
よ
う

槽そ
う

を
許
さ
ず
。
最

早
眼
も
眩く

ら

む
ば
か
り
と
な
る
一
刹
那
、『
サ
ア
、
そ
ろ
〳
〵
上
り
ま
せ
う
』
と

叫
ぶ
頃
に
は
、
既
に
号
令
が
何
と
云
ひ
し
か
耳
に
も
留
ま
ら
ず
、
一
斉
に
両
手

を
左
右
の
板
に
懸
け
、
ザ
ブ
リ
ツ
と
音
さ
せ
る
や
否
や
、
湯ゆ

で

た

こ

出
蛸
の
如
く
赤
く

な
り
た
る
老
幼
一
同
の
身
体
は
、
忽
ち
皆
な
板
の
上
に
在
る
。

　
　

熱
湯
に
茹
で
ら
れ
は
、
疲
れ
切
た
る
浴
客
は
、
浴
槽
の
傍
な
る
茶
屋
の
畳
の

上
に
上
り
来
れ
ば
茶
屋
の
女
は
甲
斐
甲
斐
々
々
し
く
タ
オ
ル
に
て
全
身
を
拭

き
、
浴
衣
を
上
か
ら
懸
け
る
。（
略
）
号
令
の
下
に
、
第
二
組
、
第
三
、
四
、

五
の
各
組
、
入
り
更か

は

り
立
ち
更か
は

り
て
、
総
て
三
百
人
に
近
き
浴
客
が
、
尽
く
第

一
回
の
時
間
湯
を
済
ま
す
頃
、
客
は
次
第
に
元
気
を
快
復
し
、
柄
杓
や
タ
オ
ル

を
携
へ
、
中
に
は
此
等
を
茶
屋
の
女
に
托
し
、
例
の
家
鴨
に
似
た
る
怪
し
げ
の

歩
行
に
て
、
各
〻
其
宿
に
帰
る
。

　

４　

大
町
桂
月
「
草
津
温
泉
の
二
十
五
日
」

　

坪
谷
の
二
年
後
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
の
暮
れ
に
、
詩
人
・
随
筆
家
の

大
町
桂
月
（
一
八
六
九
〜
一
九
二
五
）
が
草
津
に
二
五
日
間
に
わ
た
っ
て
滞
在
し

た
。
時
間
湯
に
関
し
て
は
、
や
や
簡
略
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、

「
あ
ら
可
笑
し
、
風
呂
へ
は
い
る
に
号
令
か
け
て
、
揃
つ
て
三
分
、
改
正
の
二

分
、
残
つ
て
一
分
、
ち
ツ
く
り
御
辛
抱
、
辛
抱
の
し
ど
こ
ろ
で
飛
び
上
る
」
と
い

う
俗
謡
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
時
間
湯
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
現

明治期から昭和初期における草津温泉の時間湯

―　　―65



れ
と
い
え
よ
う
。

　

酸
性
峻
烈
、
強
く
人
の
体
を
刺
す
。
梅
毒
あ
る
も
の
は
、
言
ふ
も
更
な
り
。
無

き
も
の
と
て
も
、
浴
し
居
れ
ば
、
必
ず
、『
た
ゞ
れ
』
を
生
じ
、
あ
ら
ゆ
る
病

毒
を
駆
除
し
去
る
。（
略
）『
た
ゞ
れ
』
出
来
て
は
、
微
温
湯
で
は
、
却
つ
て
疼

痛
を
感
す
。
こ
れ
に
於
て
、
時
間
湯
な
る
も
の
あ
り
。
そ
の
数
、
六
七
、
各
、

湯
長
あ
り
て
、
号
令
し
て
三
分
間
を
限
り
て
入
浴
せ
し
む
。
一
同
揃
つ
て
、
板

に
て
湯
を
揉
む
間
に
、
運
動
も
す
れ
ば
、
湯
気
を
も
呼
吸
し
て
、
げ
に
、
一
挙

両
得
の
み
に
あ
ら
ず
。
そ
の
時
間
湯
の
熱
度
、
百
二
十
二
三
度
よ
り
百
二
十
五

度
に
及
ぶ
。『
あ
ら
可
笑
し
、
風
呂
へ
は
い
る
に
号
令
か
け
て
、
揃
つ
て
三

分
、
改
正
の
二
分
、
残
つ
て
一
分
、
ち
ツ
く
り
御
辛
抱
、
辛
抱
の
し
ど
こ
ろ
で

飛
び
上
る
』
と
云
へ
る
俗
謡
は
、
よ
く
簡
単
に
時
間
湯
の
有
様
を
説
明
せ
る
も

の
也
。
時
間
湯
の
外
、
総
湯
も
あ
り
、
内
湯
も
あ
り
、
湯
瀧
も
あ
り
。
温
泉
の

性
質
の
強
烈
な
る
の
み
な
ら
ず
、
涌
出
の
量
の
多
き
こ
と
、
実
に
天
下
無
比
也
。

　

５　

平
井
晩
村
「
草
津
紀
行
」

　

詩
人
・
小
説
家
の
平
井
晩
村
（
一
八
八
四
〜
一
九
一
九
）
は
一
九
一
八
（
大
正

七
）
年
六
月
に
三
泊
五
日
で
草
津
に
出
か
け
た
。
そ
の
旅
の
感
想
を
「
草
津
紀

行
」
に
ま
と
め
た
。
望
雲
館
に
泊
ま
っ
た
平
井
は
近
く
の
松
の
湯
を
見
学
し
て
い

る
。
民
謡
に
造
詣
が
深
い
だ
け
に
湯
も
み
の
と
き
の
唄
に
関
心
を
よ
せ
「
草
津
よ

い
と
こ
里
へ
の
土
産　

袖
に
湯
花
の
香
が
残
る　

草
津
よ
い
と
こ
白
根
の
雪
に　

暑
さ
知
ら
ず
の
風
が
吹
く
」
と
い
う
歌
詞
を
書
き
と
め
て
い
る
。
こ
れ
が
草
津
節

の
原
形
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

松
の
湯
も
時
間
湯
の
入
浴
法
に
違
い
は
な
い
が
、
湯
の
温
度
を
寒
暖
計
で
測
っ

て
お
り
、
一
回
目
・
二
回
目
で
男
女
を
分
け
て
い
る
。

　
　
　

朝
湯
の
濡
手
拭
を
欄
干
に
か
け
る
と
、
カ
ラ
ン
〳
〵
と
鈴
が
鳴
る
。
チ
ヨ

ン
〳
〵
と
拍
子
木
を
叩
く
音
が
す
る
。

　
　

『
時
間
湯
の
相
図
で
御
座
い
ま
す
よ
』

　
　
　

女
中
の
話
に
嗾
ら
れ
て
、
早
速
宿
の
傘
を
さ
し
て
手
近
な
松
の
湯
へ
見
物

に
出
か
け
た
。（
略
）

　
　
　

松
の
湯
の
脱
衣
場
は
、
近
所
の
温
泉
宿
か
ら
集
ま
つ
て
来
る
老
若
男
女
の

浴
客
で
一
ぱ
い
に
な
つ
た
。
約
七
八
十
は
あ
ら
う
。
―
―
時
間
湯
即
は
ち
共

同
浴
場
は
、
こ
の
外
に
も
熱
の
湯
、
白
旗
の
湯
、
鷲
の
湯
、
千
代
の
湯
、
地

蔵
の
湯
の
六
ヶ
所
に
あ
つ
て
、
一
日
に
五
回
、
鈴
や
拍
子
木
の
相
図
で
集
つ

て
来
て
浴
す
る
の
だ
が
、
そ
の
方
法
が
草
津
特
有
の
も
の
と
聞
い
て
居
る
だ

け
に
、
興
味
が
深
か
つ
た
。

　
　
　

商
人
、
官
吏
、
お
百
姓
、
隠
居
、
千
差
万
別
な
男
達
が
、
お
早
う
〳
〵
と

顔
馴
染
の
心
易
げ
に
挨
拶
し
な
が
ら
裸
に
な
つ
て
、
各
自
持
参
の
筒
袖
襦
袢

を
着
て
タ
オ
ル
を
腰
に
捲
つ
け
て
大
き
な
浴
槽
の
周
囲
に
並
ん
で
板
（
巾
さ

一
尺
長
さ
六
尺
位
の
も
の
）
を
持
つ
て
湯
揉
み
を
始
め
る
。
板
の
先
を
浴
槽

に
入
れ
て
手
許
の
一
端
を
器
用
に
両
掌
で
操
つ
り
な
が
ら
、
身
振
り
足
拍
子

面
白
可
笑
し
く
拍
子
を
揃
へ
て
、
ド
ツ
コ
イ
〳
〵
と
湯
を
揉
む
の
で
あ
る
。

其
の
光
景
が
如
何
に
も
呑
気
で
楽
し
そ
う
で
あ
る
。
声
自
慢
の
客
が

　
　

『
三
浦
三
崎
で
ヨ
―
―
』

　
　
　

と
船
唄
で
音
頭
を
と
る
と
、
他
の
面
々
も
こ
れ
に
和
し
て
唄
ひ
な
が
ら

『
コ
リ
ヤ
、
ド
ツ
コ
イ
〳
〵
』
と
約
三
十
分
ほ
ど
揉
み
続
け
る
。
湯
長
と
称

す
る
世
話
人
が
寒
暖
計
を
入
れ
て
温
度
を
図
つ
て
宜
か
ら
う
と
な
る
と
、
一

同
は
赤
裸
々
に
な
つ
て
眩
惑
せ
ぬ
よ
う
に
檜
杓
で
ざ
ぶ
〳
〵
頭
に
湯
を
か
け

て
か
ら
足
袋
を
穿は

い
て
号
令
を
待
つ
て
居
る
と
、
湯
長
は
三
つ
に
仕
切
ら
れ

た
浴
槽
の
温
度
を
み
て
か
ら
、
両
手
を
腰
に
反
身
に
な
つ
て
、
背
後
の
柱
時

計
を
尻
目
に
か
け
つ
ゝ

　
　

『
宜
し
く
ば
、
そ
ろ
〳
〵
下さ

が

り
ま
せ
う
』

　
　
　

と
極
め
て
静
か
に
、
落
つ
き
払
つ
て
号
令
す
る
。
一
同
は
オ
ー
イ
と
一
斉

に
元
気
ら
し
く
怒
鳴
り
な
が
ら
浴
槽
に
沈
み
か
け
る
が
、
何
し
ろ
百
二
三
十

度
以
上
、
の
熱
湯
、
眉
を
顰
め
て
眼
を
つ
ぶ
る
も
の
、
唇
を
噛
ん
で
唸
く
も
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の
、
そ
ろ
り
〳
〵
と
肩
ま
で
沈
む
と
、
誰
あ
つ
て
私
語
す
る
も
の
莫
い
。

　
　

『
揃
つ
て
三
分
』

　
　

『
オ
ー
イ
』

　
　
　

湯
長
は
柱
時
計
と
浴
槽
を
見
比
べ
な
が
ら
、
語
尾
を
長
く
引
い
て
号
令
す

る

　
　

『
改
正
の
二
分
』

　
　

『
オ
ー
イ
』

　
　
　

皮
膚
を
焼
き
爛
ら
か
す
や
う
な
熱
湯
の
な
か
で
、
下
腹
に
力
を
入
れ
て
辛

棒
す
る
浴
客
は
、
分
秒
の
息
を
刻
み
な
が
ら
も
、
単
独
に
浴
槽
か
ら
出
る
事

は
禁
じ
ら
れ
て
居
る
。
之
れ
が
時
間
湯
の
法
則
で
あ
る
。
若
し
一
人
で
も
不

覚
な
も
の
が
あ
つ
て
、
半
途
で
飛
上
り
で
も
す
れ
ば
、
熱
湯
が
波
爛
し
て
同

槽
者
の
肌
を
侵
す
か
ら
、
一
旦
湯
長
の
号
令
の
も
と
に
沈
ん
だ
以
上
、
三
分

間
は
是
が
否
で
も
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　

『
限
つ
て
、
一
分
』

　
　

『
オ
ー
イ
』

　
　

『
ち
つ
く
り
御
辛
棒
』

　
　

『
オ
ー
イ
』

　
　

『
辛
棒
の
仕
ど
こ
ろ
』

　
　

『
オ
ー
イ
』

　
　

『
宜
し
く
ば
上
り
ま
せ
う
』

　
　
　

応
と
ば
か
り
に
飛
出
し
た
ゆ
で
章た

こ魚
の
や
う
な
浴
客
は
、
爛
れ
た
個
所
の

手
当
を
し
て
急
い
で
温
泉
宿
へ
戻
つ
て
行
く
。
―
―
そ
の
後
で
、
女
の
客
が

同
じ
や
う
に
湯
長
の
号
令
で
三
分
間
浴
槽
に
沈
む
の
で
あ
る
。

　

６　

若
山
牧
水
「
上
州
草
津
」

　

一
九
二
〇
（
大
正
九
年
）
年
五
月
、
歌
人
の
若
山
牧
水
（
一
八
八
五
〜
一
九
二

八
）
が
草
津
を
訪
れ
た
。
川
原
湯
温
泉
か
ら
五
月
二
〇
日
に
徒
歩
で
草
津
に
向
か

い
、
一
井
旅
館
に
宿
泊
、
翌
日
の
早
朝
に
渋
温
泉
へ
出
発
し
た
。
一
井
旅
館
の
前

に
熱
の
湯
が
あ
り
、
そ
こ
の
時
間
湯
を
見
学
し
て
い
る
。

　

草
津
の
時
間
湯
を
噂
に
聞
い
て
い
た
若
山
牧
水
は
、
ガ
ラ
ス
戸
の
破
れ
か
ら
中

を
覗
き
込
ん
で
い
て
、
湯
も
み
で
は
攪
拌
の
調
子
が
一
糸
乱
れ
ず
、
唄
と
囃
子
を

あ
わ
せ
て
真
剣
に
攪
拌
し
て
い
る
さ
ま
を
描
い
て
い
る
。
か
ぶ
り
湯
に
つ
い
て
は

言
及
が
な
く
、
三
分
間
の
入
浴
の
あ
い
だ
の
隊
長
の
号
令
を
記
し
て
い
る
。

　

一
杯
飲
み
な
が
ら
縁
さ
き
の
欄
干
の
陰
に
ま
だ
充
分
さ
き
か
ね
て
ゐ
る
桜
の
蕾

を
ぼ
ん
や
り
眺
め
て
ゐ
る
と
、
突
然
一
種
異
様
な
ひ
ゞ
き
の
起
る
の
を
聞
い

た
。（
略
）
そ
れ
は
私
の
室
の
ツ
イ
前
面
に
建
つ
て
、
多
角
形
を
し
た
ペ
ン
キ

塗
の
建
物
の
中
か
ら
起
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
そ
の
建
物
は
疑
ひ
も
な
く
浴
場
で
あ

る
。
さ
う
思
ふ
と
私
は
直
ぐ
感
づ
い
た
、
噂
に
聞
い
て
ゐ
た
草
津
の
時
間
湯
の

浴
場
が
其
処
で
、
あ
の
笛
は
そ
の
合
図
に
相
違
な
い
と
。（
略
）

　
　

案
の
ご
と
く
そ
の
異
様
な
響
き
の
止
む
か
止
ま
ぬ
か
に
何
処
か
ら
と
も
な
く

二
人
三
人
、
五
人
六
人
づ
ゝ
怪
し
い
風
態
を
し
た
浴
客
が
現
れ
て
そ
の
ペ
ン
キ

塗
の
家
に
ぞ
ろ
〳
〵
集
つ
て
来
始
め
た
。
ま
こ
と
に
そ
れ
は
何
と
い
ふ
不
思
議

な
、
滑
稽
な
、
み
じ
め
な
姿
で
あ
る
こ
と
ぞ
。
普
通
に
ち
や
ん
と
し
た
足
ど
り

を
と
つ
て
歩
い
て
ゐ
る
人
と
て
は
殆
ん
ど
一
人
も
な
い
。（
略
）
す
べ
て
湯
の

強
さ
に
あ
て
ら
れ
て
皮
膚
の
糜
爛
を
起
し
て
ゐ
る
人
た
ち
で
あ
る
の
だ
。
男
あ

り
、
女
あ
り
、
皆
褞ど

て

ら袍
姿
で
、
そ
れ
〴
〵
に
柄
杓
を
持
ち
タ
オ
ル
を
提
げ
、
中

に
は
大
き
な
声
で
唄
か
何
か
を
ど
な
り
な
が
ら
、
え
つ
ち
ら
お
つ
ち
ら
や
つ
て

来
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
浴
場
内
で
は
拍
子
木
の
鳴
る
音
が
し
た
。

　
　

私
は
大
急
ぎ
で
飯
を
す
ま
し
て
其
処
に
出
か
け
て
行
つ
た
。
そ
し
て
恐
々
ガ

ラ
ス
戸
の
破
れ
か
ら
中
を
窺
き
込
ん
だ
。
三
四
十
人
の
者
が
裸
体
に
な
り
、
手

に
〳
〵
一
枚
の
板
―
―
幅
一
尺
長
さ
一
間
ほ
ど
―
―
を
持
つ
て
浴
槽
内
を
掻
き

回
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
初
め
は
さ
う
で
も
な
か
つ
た
が
暫
く
見
て
ゐ
る
う
ち

に
そ
の
攪
拌
の
調
子
に
一
糸
乱
れ
ぬ
規
律
が
出
来
て
、
三
四
十
本
動
い
て
ゐ
る

板
の
呼
吸
が
自
ら
ぴ
た
り
ぴ
た
り
と
合
つ
て
ゐ
る
の
に
気
が
つ
い
た
。（
略
）

そ
の
う
ち
に
と
あ
る
一
人
が
声
を
張
つ
て
或
る
節
の
唄
を
唄
ひ
出
し
た
。
す
る
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と
一
同
こ
れ
に
応
じ
て
、『
ハ
、
ド
ツ
コ
イ
〳
〵
、
ヨ
イ
シ
ヨ
ヨ
イ
シ
ヨ
』
と

囃
す
の
だ
。
一
人
が
終
れ
ば
、
そ
れ
を
受
け
て
ま
た
他
の
一
人
が
唄
ふ
。
す
べ

て
み
な
同
じ
節
な
の
だ
。
唄
ふ
者
も
、
囃
す
者
も
、
み
な
呼
吸
追
つ
た
真
剣
な

声
で
あ
る
。（
略
）

　
　

私
は
一
心
に
そ
れ
ら
を
見
詰
め
て
ゐ
る
う
ち
に
自
づ
と
瞼
の
熱
く
な
る
の
を

感
じ
て
来
た
。（
略
）
見
た
と
こ
ろ
、
さ
し
て
眼
に
立
つ
病
人
風
の
者
は
ゐ
な

い
、
が
、
斯
う
し
た
荒
行
の
入
浴
法
が
ど
う
し
て
も
人
に
或
る
真
剣
さ
を
覚
え

さ
せ
ず
に
は
お
か
ぬ
ら
し
い
。
そ
れ
が
相
寄
つ
て
一
種
の
鬼
気
を
成
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
草
津
と
い
ふ
と
梅
毒
を
連
想
す
る
位
だ
け
れ
ど
、
そ
の
患
者
ば
か

り
が
さ
し
て
多
い
と
い
ふ
の
で
は
無
い
さ
う
だ
。

　
　

再
び
拍
子
木
が
響
く
と
一
同
ぴ
た
り
と
板
を
止
め
て
、
や
が
て
隊
長
と
い
ふ

の
ゝ
命
令
に
従
つ
て
極
め
て
静
粛
に
い
ま
攪
き
た
て
た
湯
の
中
に
浸
る
の
だ
。

そ
ん
な
に
攪
き
回
し
た
後
で
も
、
湯
は
尚
ほ
百
二
十
度
か
ら
三
十
度
の
熱
を
持

つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
入
浴
中
は
絶
対
に
不
言
不
動
、
誤
つ
て
身
を
動
か
せ
ば
自

身
の
み
な
ら
ず
同
浴
者
の
皮
膚
を
も
傷
ふ
も
の
だ
さ
う
だ
。
さ
う
し
た
心
身
不

動
の
入
浴
時
間
は
三
分
間
に
限
ら
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　

そ
の
三
分
に
は
湯
揉
み
の
時
と
ま
た
異
つ
た
厳
粛
さ
が
あ
る
。
静
ま
り
返
へ

つ
た
な
か
に
、
時
々
た
ゞ
隊
長
の
号
令
が
響
く
。
そ
れ
〴
〵
意
味
あ
る
言
葉
な

の
だ
か
、
我
等
に
は
唯
だ
『
ウ
オ
ー
、
ウ
オ
ー
ン
』『
ウ
オ
ー
ン
』
と
い
ふ
風

に
し
か
聞
え
な
い
。（
略
）
試
み
に
そ
の
隊
長
の
号
令
を
そ
の
順
序
に
書
い
て

見
る
と
、

　

『
宜
し
く
ば
そ
ろ
〳
〵
下
り
ま
せ
う
。』

　

『
揃
つ
て
三
分
。』

　

『
改
正
に
二
分
。』

　

『
限
つ
て
一
分
。』

　

『
ち
つ
く
り
御
辛
抱
』

　

『
辛
抱
の
し
ど
こ
ろ
。』

　

『
サ
ツ
宜
し
く
ば
上
り
ま
せ
う
。』

　
　

即
ち
こ
れ
だ
け
で
終
る
の
だ
さ
う
だ
。

７　

若
山
牧
水
『
み
な
か
み
紀
行
』

　

若
山
牧
水
は
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
〇
月
に
も
、
軽
井
沢
か
ら
草
津
軽

便
鉄
道
を
利
用
し
、
嬬
恋
か
ら
自
動
車
で
草
津
に
向
か
い
一
泊
し
て
い
る
。
同
じ

一
井
旅
館
に
宿
泊
し
、
知
人
を
誘
っ
て
時
間
湯
を
み
て
い
る
。

　

湯
も
み
三
十
分
、
か
ぶ
り
湯
百
杯
、
三
十
秒
ご
と
に
湯
長
が
号
令
を
掛
け
て
い

る
こ
と
、
時
間
湯
は
六
箇
所
で
一
日
四
回
行
わ
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

　
　

中
に
は
三
四
十
人
の
浴
客
が
す
べ
て
裸
体
に
な
り
幅
一
尺
長
さ
一
間
ほ
ど
の

板
を
も
つ
て
大
き
な
湯
槽
の
四
方
を
と
り
囲
み
な
が
ら
調
子
を
合
わ
せ
て
一

心
に
湯
を
揉
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
例
の
湯
揉
の
唄
を
唄
ふ
。
先
づ

一
人
が
唄
ひ
、
唄
ひ
終
れ
ば
す
べ
て
声
を
合
せ
て
唄
ふ
。
唄
は
多
く
猥
雑
な

も
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
う
た
ふ
声
は
真
剣
で
あ
る
。
全
身
汗
に
ま
み
れ
、

自
分
の
揉
む
板
の
先
の
湯
の
泡
に
見
入
り
な
が
ら
、
声
を
絞
つ
て
う
た
ひ
続

け
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

時
間
湯
の
温
度
は
ほ
ゞ
沸
騰
点
に
近
い
も
の
で
あ
る
さ
う
だ
。
そ
の
た
め

に
入
浴
に
先
立
つ
て
約
三
十
分
間
揉
み
に
揉
ん
で
湯
を
柔
ら
げ
る
。
柔
ら
げ

終
つ
た
と
見
れ
ば
、
各
浴
場
ご
と
に
一
つ
づ
ゝ
つ
い
て
ゐ
る
隊
長
が
そ
れ
と

見
て
号
令
を
下
す
。
汗
み
ど
ろ
に
な
つ
た
浴
客
は
漸
く
板
を
置
い
て
、
や
が

て
暫
く
の
間
、
各
自
柄
杓
を
取
つ
て
頭
に
湯
を
注
ぐ
、
百
杯
も
か
ぶ
つ
た

頃
、
隊
長
の
号
令
で
初
め
て
湯
の
中
へ
全
身
を
浸
す
の
で
あ
る
。
湯
槽
に
は

幾
つ
か
の
列
に
厚
い
板
が
並
べ
て
あ
り
、
人
は
と
り
〴
〵
に
そ
の
板
に
し
が

み
附
き
な
が
ら
隊
長
の
立
つ
方
向
に
面
し
て
息
を
殺
し
て
浸
る
の
で
あ
る
。

三
十
秒
が
経
つ
。
隊
長
が
一
種
気
合
を
か
け
る
心
持
で
或
る
言
葉
を
発
す

る
。
衆
み
な
こ
れ
に
応
じ
て
『
オ
ゝ
ウ
』
と
答
へ
る
と
い
ふ
よ
り
唸
る
の
で

あ
る
。
三
十
秒
ご
と
に
こ
れ
を
繰
返
し
、
か
つ
き
り
三
分
間
に
し
て
号
令
の

も
と
に
一
斉
に
湯
か
ら
出
る
の
で
あ
る
。
そ
の
三
分
間
は
、
僅
か
に
口
に
そ
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の
返
事
を
称
ふ
る
ほ
か
、
手
足
一
つ
動
か
す
事
を
禁
じ
て
い
る
。
動
か
せ
ば

そ
の
波
動
か
ら
熱
湯
が
近
所
の
人
の
皮
膚
を
刺
す
が
た
め
で
あ
る
と
い
ふ
。

　
　
　

こ
の
時
間
湯
に
入
る
こ
と
二
三
日
に
し
て
腋
の
下
や
股
の
あ
た
り
の
皮
膚

が
爛
れ
て
来
る
、
や
が
て
は
歩
行
も
、
ひ
ど
く
な
る
と
大
小
便
の
自
由
す
ら

利
か
ぬ
に
到
る
。（
略
）

　
　
　

草
津
に
こ
の
時
間
湯
と
い
ふ
の
が
六
箇
所
に
在
り
、
日
に
四
回
の
時
間
を

き
め
て
、
笛
を
吹
く
。
そ
れ
に
つ
れ
て
湯
揉
の
音
が
起
り
、
唄
が
聞
え
て
来

る
。

　

８　

加
藤
特
派
記
者
「
草
津
入
湯
の
記
」

　

「
草
津
入
湯
の
記
」
は
『
朝
日
新
聞
』
一
九
二
六
年
七
月
七
日
と
八
日
に
掲
載

さ
れ
た
記
事
で
「
暑
熱
を
超
え
て
」
と
い
う
連
載
の
八
回
・
九
回
に
あ
た
る
。

　

記
者
は
五
つ
あ
る
時
間
湯
の
中
か
ら
熱
の
湯
を
選
ん
で
体
験
し
て
い
る
。
湯
長

は
湯
本
米
蔵
で
、
過
去
十
八
年
の
間
一
日
も
休
ま
ず
、
入
湯
の
音
頭
取
り
を
や
り

続
け
て
き
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　

両
側
に
ズ
ラ
リ
並
ん
だ
亡
者
連
が
湯
板
両
手
に
ろ
を
こ
ぐ
様
に
カ
ツ
タ

ン
〳
〵
か
き
回
し
は
じ
め
る
と
、
た
れ
の
間
か
ら
と
も
な
く
わ
き
だ
す
や
う

な
湯
も
み
う
た
―
―

　
　

「
草
津
よ
い
と
こ
、
一
度
は
お
い
で　

お
花
の
中
に
も
花
が
さ
く
…
…
オ

ヤ
、
ド
ツ
コ
イ
〳
〵
」

　
　

一
人
が
歌
う
と
み
ん
な
で
「
オ
ヤ
、
ド
ツ
コ
イ
〳
〵
」
と
コ
ー
ラ
ス
を
や

る
。
膝
や
腕
の
関
節
ば
か
り
寒
竹
の
ふ
し
の
や
う
に
太
い
男
、
赤
ン
坊
の
様

な
脚
の
老
人
、
青
く
や
せ
た
若
者
な
ど
が
、
汗
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
湯
も
み
を

続
け
る
。

　
　

「
熱
さ
白
根
の
山
か
ら
見
れ
ば
…
…
オ
ヤ
、
ド
ツ
コ
イ
〳
〵
」
こ
の
歌
の
調

子
は
妙
に
男
性
的
で
、
然
も
哀
調
を
帯
び
て
ゐ
る
。

　
　

か
う
し
て
も
み
ぬ
く
こ
と
や
ゝ
小
半
時
、
湯
の
中
へ
湯
長
が
寒
暖
計
を
差
し

い
れ
る
。
一
番
湯
百
二
十
六
度
。
拍
子
木
が
カ
チ
リ
、
湯
も
み
が
と
ま
る
。

亡
者
等
は
一
せ
い
に
ひ
し
や
く
で
湯
を
頭
に
ざ
ぶ
ざ
ぶ
と
か
ぶ
る
。（
略
）

　
　

「
よ
ろ
し
く
ば
ソ
ロ
〳
〵
下
り
ま
せ
う
」
湯
長
の
文
句
が
謡

う
た
ひ

じ
み
て
ゐ
る
。

ま
づ
皆
ん
な
が
足
の
先
端
を
ソ
ー
と
ひ
た
す
。「
ア
ツ
ツ
ー
ツ
…
…
」
胴
ぶ

る
ひ
。
湯
の
表
面
が
か
す
か
に
震
ふ
。
そ
ろ
り
〳
〵
と
い
れ
て
ゆ
く
。
熱
湯

が
か
み
つ
く
。（
略
）
全
身
が
う
な
る
。
末
せ
う
神
経
な
ん
か
も
う
と
つ
く

に
逃
げ
だ
し
て
し
ま
つ
た
。
足
と
手
の
先
が
こ
ゞ
え
つ
い
た
や
う
に
し
び
れ

て
く
る
。（
略
）

　
　

湯
長
が
仁
王
様
の
様
な
面
構
へ
で
見
下
ろ
し
て
い
ふ
―
―
「
そ
ろ
つ
て
三

分
!
」
す
る
と
亡
者
一
同
哀
求
の
声
で
「
オ
ー
イ
」
と
応
へ
る
。
足
の
裏
が

焼
け
る
。「
改
正
二
分
―
―
限
つ
て
一
分
」「
オ
ー
イ
」
―
―
号
令
が
進
む
と

共
に
う
め
き
が
舌
先
か
ら
下
腹
へ
と
下
降
す
る
。「
ち
つ
く
り
御
辛
抱
」

「
オ
ー
イ
」「
辛
抱
の
し
ど
こ
ろ
」「
オ
ー
イ
」
―
―
こ
の
最
後
の
オ
ー
イ
は

文
字
通
り
虫
の
声
だ
か
ら
我
な
が
ら
情
け
な
い
。

　
　

湯
長
が
「
サ
ツ
、
よ
ろ
し
く
ば
上
り
ま
せ
う
」
と
い
ふ
の
で
飛
び
上
が
る
。

僅
三
分
間
の
虐
政
に
さ
い
な
ま
れ
、
紅
が
ら
を
一
面
に
塗
つ
た
や
う
に
赤
く

な
つ
た
身
体
に
は
窓
か
ら
吹
き
こ
む
風
が
も
つ
た
い
な
い
程
心
地
よ
い
。

　

９　

エ
シ
マ
・
ハ
ツ
キ
「
草
津
漫
写
」

　

「
草
津
漫
写
」
は
、
旅
行
雑
誌
『
旅
』
一
九
三
五
年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
イ

ラ
ス
ト
入
り
の
記
事
で
あ
る
。『
旅
』
に
は
、
江
島
ハ
ツ
キ
の
筆
名
で
一
九
三
三

〜
三
四
年
に
六
本
の
記
事
が
み
え
る
。

　

こ
の
文
で
は
、
入
浴
時
間
を
「
こ
の
間
、
約
五
分
」
と
し
て
お
り
、「
揃
っ
て

三
分
」
と
い
う
号
令
の
前
に
、
全
員
が
肩
ま
で
沈
む
時
間
を
含
ん
で
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
入
浴
者
は
「
上
が
り
ま
し
ょ
う
」
の
合
図
の
前
に
み
な
湯
か

ら
出
て
い
る
。
松
の
湯
を
図
解
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
松
の
湯

の
描
写
と
思
わ
れ
、
こ
こ
で
は
規
律
が
ゆ
る
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
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午
前
六
時
、
十
一
時
、
午
後
三
時
、
七
時
、
こ
の
四
回
に
渉
つ
て
ラ
ツ
パ

が
鳴
響
き
ま
す
。
招
集
の
合
図
で
す
。
時
間
湯
で
す
。
湯
長
の
指
揮
に
従
つ

て
の
名
高
い
湯
も
み
。

　
　
　

一
番
湯
が
百
十
八
度
、
二
番
湯
が
百
十
六
度
、
三
番
湯
が
百
十
四
度
、
之

を
皆
々
列
を
な
し
て
モ
ミ
ま
す
。
声
自
慢
が
塩
カ
ラ
声
で
温
度
を
と
り
ま

す
。
と
一
斉
に
外
の
者
が
後
を
つ
ゞ
け
ま
す
。
同
時
に
モ
ミ
板
の
フ
チ
を
交

互
に
湯
船
の
フ
チ
を
交
互
に
湯
船
の
フ
チ
に
打ぶ

つ
け
て
ト
ン
ツ
―
―
ト
ン
ツ

と
拍
子
を
と
り
ま
す
。（
略
）

　
　
　

湯
長
が
湯
に
指
を
つ
ツ
こ
ん
で
熱
さ
を
み
ま
す
。
Ｏ
Ｋ
と
な
る
と
号
令
一

下
。
ズ
ラ
リ
ズ
ラ
リ
と
腰
か
け
板
を
渡
し
て
目
白
押
し
に
並
び
ま
す
。
唄
う

や
う
な
号
令
、
次
第
に
肩
迄
沈
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

　
　
　

カ
チ
〳
〵
と
時
計
が
秒
を
キ
ザ
ミ
ま
す
。
と
亦
唄
ふ
号
令
、

　
　

「
イ
マ　

シ
バ
ラ
ク　

ノ　

ゴ
シ
ン
ボ
―
―
」

　
　

と
た
ん
に
ド
カ
〳
〵
と
あ
が
つ
て
了
ふ
の
で
す
。
こ
の
間
、
約
五
分
。

　

10　

吉
田
団
輔
「
草
津
温
泉
」

　

吉
田
団
輔
は
鉄
道
省
旅
客
課
の
職
員
で
、
こ
れ
は
著
書
『
季
節
の
旅　

山
・

海
・
温
泉
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
旅
の
経
験
は
渋
川
と
草
津
を
結
ぶ
省
営
バ
ス

開
通
直
前
の
一
九
三
五
年
と
推
察
さ
れ
る
。

　

時
間
湯
を
行
っ
て
い
る
人
び
と
の
姿
を
描
き
つ
つ
、
草
津
節
や
草
津
小
唄
に
合

せ
て
湯
を
も
む
人
達
の
手
振
り
や
足
拍
子
を
み
る
こ
と
が
、
旅
の
土
産
と
な
り
、

昔
な
が
ら
の
湯
治
気
分
が
滲
み
出
て
い
る
と
あ
る
。

　
　

温
泉
は
頗
る
強
烈
で
、
昔
か
ら
湯
たヽ

ヽ

ヽ

だ
れ
に
聞
え
て
ゐ
る
が
、
旅
館
で
一
回

三
分
間
の
入
浴
を
一
日
二
回
に
止
め
て
を
け
ば
決
し
て
そ
の
心
配
は
な
い
。
よ

し
ん
ば
何
等
か
の
身
に
覚
え
が
あ
つ
て
も
で
あ
る
。
尤
も
街
頭
で
は
股
間
に
湯

た
ゞ
れ
を
つ
く
つ
て
、
が
に
股
に
歩
く
不
格
好
な
姿
を
見
る
こ
と
は
珍
ら
し
く

な
い
が
、
そ
れ
は
さ
う
い
ふ
湯
治
法
に
従
つ
て
ゐ
る
人
達
の
姿
で
、
何
も
不
気

味
に
思
ふ
こ
と
は
な
い
。
熱
の
湯
そ
の
他
五
ヶ
所
の
時
間
湯
で
、
一
日
四
回
行

つ
て
ゐ
る
入
湯
振
り
を
見
る
の
も
、
草
津
の
旅
の
よ
い
土
産
で
あ
る
。
草
津
節

や
草
津
小
唄
に
合
せ
て
湯
を
も
む
人
達
の
手
振
り
や
足
拍
子
も
面
白
く
、
湯
長

の
号
令
で
湯
に
入
る
様
も
昔
な
が
ら
の
湯
治
気
分
が
滲
み
出
て
ゐ
る
。

四　

時
間
湯
の
変
遷

　

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
資
料
に
も
と
づ
き
、
時
間
湯
の
変
遷
に
関
し
て
、
摘
要

を
表
３
に
ま
と
め
た
。

　

一
八
六
九
年
に
草
津
に
滞
在
し
た
石
坂
白
亥
に
よ
れ
ば
、
湯
に
入
る
と
き
に
は

腹
や
手
足
に
布
を
着
け
て
い
た
こ
と
、
高
温
の
湯
が
動
か
な
い
よ
う
に
集
団
で
沈

ん
だ
り
上
が
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
、
練
兵
の
指
揮
を
ま
ね
て
「
総
隊
あ
が
れ
」

と
い
う
指
図
を
す
る
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
入
浴
時
間
の
記
録
は

な
く
、
か
ぶ
り
湯
、
湯
も
み
へ
の
言
及
は
な
い
。

　

一
八
七
八
年
に
は
、
の
ち
に
熱
の
湯
の
管
理
人
と
な
る
野
島
小
八
郎
が
草
津
に

来
て
い
る
。
そ
の
翌
年
に
訪
れ
た
大
槻
文
彦
の
紀
行
文
に
よ
れ
ば
、
熱
の
湯
に
特

別
な
入
浴
法
が
あ
る
と
し
て
、
湯
も
み
一
〇
分
ほ
ど
、
か
ぶ
り
湯
三
〇
〇
杯
ほ
ど

を
行
い
、
五
一
・
七
度
と
い
う
高
温
の
湯
に
「
凡
二
三
分
間
許
」
入
浴
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
隊
長
と
呼
ば
れ
る
者
は
今
年
よ
り
人
を
選
ん
で
世
話
人
と
称
し

て
い
る
こ
と
、
糜
爛
で
よ
ろ
よ
ろ
と
歩
く
入
浴
客
の
さ
ま
、
隊
長
は
一
番
熱
い
湯

の
差
し
口
の
と
こ
ろ
に
入
浴
し
て
い
る
こ
と
、
弱
い
者
や
新
参
者
は
布
を
ま
と
っ

て
入
る
こ
と
、
隊
長
の
か
け
声
に
み
な
が
唱
和
す
る
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

長
井
文
靖
の
案
内
書
（
一
八
八
四
年
）
に
は
、
鷲
の
湯
・
地
蔵
の
湯
の
入
浴
法

は
熱
の
湯
と
ほ
ぼ
同
じ
と
あ
り
、
三
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
隊
長
は
最
も
熱
い
一

番
湯
に
入
っ
て
い
た
こ
と
、
土
俗
で
「
湯
を
揉
む
」「
湯
を
冠か

む

る
」
と
言
っ
て
い

た
こ
と
、
足
袋
や
木
綿
で
身
体
を
被
っ
て
い
た
こ
と
、「
揃
て
三
分
」「
改
正
の
二

分
」、「
限
つ
て
一
分
」
と
い
う
号
令
が
使
わ
れ
て
お
り
、
時
間
を
厳
密
に
管
理
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
湯
の
温
度
は
験
温
器
が
な
い
た
め
明
ら
か
で
は
な
い

関　戸　明　子
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が
、
一
番
湯
で
六
〇
度
か
ら
五
四
・
四
度
と
し
て
お
り
、

高
い
値
を
記
し
て
い
る
。

　

「
時
間
湯
」
と
い
う
名
称
は
、
一
八
八
七
年
の
草
津
温

泉
改
良
議
案
の
条
文
で
確
認
で
き
る
。

　

松
永
彦
右
衛
門
の
案
内
書
（
一
九
〇
五
年
）
で
は
、
多

年
経
験
あ
る
湯
長
の
監
督
の
も
と
で
、
五
箇
所
の
時
間
湯

が
あ
る
と
し
て
お
り
、
白
旗
の
湯
と
松
の
湯
が
加
わ
っ
て

い
る
。

　

一
九
〇
六
年
に
草
津
に
滞
在
し
た
坪
谷
水
哉
の
紀
行
文

に
は
、
湯
も
み
は
三
〇
分
ほ
ど
で
、
隊
長
は
か
ぶ
り
湯
で

温
度
を
確
か
め
て
お
り
、
か
ぶ
り
湯
は
一
〇
〇
〜
二
〇
〇

杯
、
入
浴
に
関
す
る
七
度
の
号
令
も
記
さ
れ
て
い
る
。
隊

長
は
正
面
の
時
計
の
下
で
号
令
し
て
お
り
、
自
ら
は
入
浴

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

熊
田
蘆
城
に
よ
る
一
九
〇
七
年
の
記
事
で
は
、
千
代
の

湯
を
加
え
て
時
間
湯
は
六
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て

号
令
も
調
子
も
同
じ
で
、
隊
長
の
命
令
で
軍
隊
的
行
動
を

と
る
と
い
う
。
熱
の
湯
の
第
一
槽
の
湯
温
は
六
〇
度
も
あ

り
、
湯
も
み
で
五
〇
度
に
な
り
湯
も
和
ら
ぐ
が
、
入
浴
客

が
最
も
多
い
の
は
温
度
の
低
い
第
三
槽
で
あ
る
と
記
し
て

い
る
。
ま
た
、
四
〜
五
本
目
に
な
る
と
四
三
・
三
度
に
下

が
り
、
婦
人
は
最
後
に
入
浴
す
る
と
あ
る
。

　

図
４
に
共
同
浴
場
の
位
置
を
示
し
た
。
湯
畑
の
周
り

に
、
熱
の
湯
・
白
旗
の
湯
・
松
の
湯
が
あ
り
、
や
や
離
れ

た
場
所
に
、
千
代
の
湯
・
鷲
の
湯
・
地
蔵
の
湯
が
あ
る
。

熱
の
湯
は
大
き
く
、
時
間
湯
を
行
う
浴
槽
以
外
に
、
温
度

の
低
い
浴
槽
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
、
湯
も
み
が
三
〇
分
ほ
ど
、
か
ぶ
り
湯
一
〇
〇

表３　各種資料にみる時間湯の変遷

来訪年／刊行年 箇所 回数 摘　　　　　要 文　　　献

明治 2年 1869 「総隊あがれ」の合図，数度の入湯，足袋・白布を着用 石橋白亥「白根紀行」

明治 8年頃 1875? 桂燕玉，隊長と呼ばれる 中村舜二『天下の草津温泉』

明治11年 1878 野島小八郎，草津来訪 中村舜二『天下の草津温泉』

明治12年 1879 1 5-6 湯もみ10分，51.7℃，かぶり湯300杯，隊長も入湯，2─3
分，かけ声に唱和

大槻文彦「上毛温泉遊記」

明治17年 1884 3 4-6 湯もみ数分時，60.0─54.4℃，かぶり湯100─300杯，足
袋・木綿で被う，「揃って3分」の号令 長井文靖『上毛草津鉱泉独案内』

明治20年 1887 3 ? 草津温泉改良議案に「時間湯」，熱/鷲/地蔵など 山村順次「草津温泉観光発達史」

明治21年 1888 野島小八郎，熱の湯の管理人に 中村舜二『天下の草津温泉』

明治　年 -1896 時間湯の湯もみ・かぶり湯・入浴の図 阿部善吉『上州草津温泉場名所案内』

明治38年 1905 5 時間湯は熱/鷲/地蔵/松/白旗の5箇所 松永彦右衛門『上州草津温泉誌』

明治39年 1906 5 5 湯もみ30分，かぶり湯100─200杯，隊長はかぶり湯で検
温，48.9℃，朝5時の1回目は5組 坪谷水哉「草津入浴記」

明治40年 1907 6 4 熱/鷲/地蔵/松/白旗/千代の6箇所，湯もみ30分，温度の
低い浴槽に客が多い，隊長野島小八郎

熊田葦城「草津の時間湯」

明治41年 1908 6-7 51.7─50.0℃，湯長の号令が俗謡となる 大町桂月「草津温泉の二十五日」

大正 3年 1914 5 ? 4-5 かぶり湯100-200杯，時間湯を行う著名な浴場 戸丸国三郎『草津温泉名勝写真帖』

大正 7年 1918 6 5 筒袖襦袢で湯もみ30分，足袋をはく，赤裸でかぶり湯 平井晩村「草津紀行」

大正 9年 1920 一糸乱れぬ湯もみの規律，54.4─48.9℃，隊長の号令 若山牧水「上州草津」

大正11年 1922 6 4 湯もみ30分，かぶり湯100杯 若山牧水『みなかみ紀行』

大正11年 1922 6 5 湯もみ62.8→48.9℃，かぶり湯20-50杯，足袋をはく 五十嵐治夫『風光明美草津温泉誌』

大正12年 1923 5 熱/鷲/地蔵/松/千代の5箇所 布施廣雄『草津温泉案内』

大正15年 1926 5 湯もみ30分，寒暖計，一番湯52.2℃，湯長湯本米蔵，
「草津よいとこ」の歌詞

加藤特派員記者「草津入湯の記」

昭和10年 1935 4 号令前に湯から上がってしまう，47.8─45.6℃ エシマ・ハツキ「草津漫写」

昭和10年 1935 5 4 時間湯の見学は旅の土産，昔ながらの湯治気分 吉田団輔「草津温泉」

昭和13年 1938 5 4 三番湯の浴槽が大部分，湯もみ第1回60分，第2回以降
30-40分，寒暖計，48.9─46.1℃　かぶり湯30杯 中村舜二『天下の草津温泉』

湯の温度は摂氏に換算した

明治期から昭和初期における草津温泉の時間湯

―　　―71



〜
二
〇
〇
杯
、
号
令
に
従
い
三
分
の
入
浴
と
い
う
定
型
が
し
ば
ら
く
続
く
。
平
井

晩
村
や
若
山
牧
水
は
湯
も
み
の
時
の
唄
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

　

変
化
が
現
れ
る
の
は
、
一
九
二
〇
年
代
で
あ
る
。

　

五
十
嵐
治
夫
の
案
内
書
（
一
九
二
二
年
）
で
は
、
時
間
湯
は
六
箇
所
で
行
な
わ

れ
て
い
る
。
最
も
熱
い
第
一
槽
の
湯
の
温
度
が
四
八
・
九
度
前
後
に
下
が
る
と
、

か
ぶ
り
湯
の
号
令
を
か
け
る
、
そ
の
回
数
は
減
っ
て
、
医
学
上
・
浴
客
統
計
上
害

あ
る
た
め
、
現
今
は
二
十
杯
か
ら
五
十
杯
位
を
通
常
と
す
る
と
あ
る
。
ま
た
、
足

袋
は
必
ず
突
っ
掛
け
る
と
記
し
て
い
る
。

　

時
間
湯
を
行
う
浴
場
は
、
同
じ
一
九
二
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
萩
原
太
一
郎
『
草

津
温
泉
』
増
補
五
版
で
も
六
箇
所
と
記
し
て
い
る
が
、
一
九
二
三
年
の
『
草
津
温

泉
案
内
』
で
は
、
白
旗
の
湯
が
は
ず
れ
て
、
五
箇
所
と
な
っ
た
。
以
後
の
文
献
で

も
五
箇
所
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
変
更
さ
れ
た
と
い
え
る
。
一
日
の

回
数
は
、
四
回
か
ら
六
回
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
四
回
と

な
っ
て
い
る
。

　

西
川
（
一
九
三
七
：
九
六
）
は
、
時
間
湯
に
つ
い
て
「
大
正
の
終
頃
か
ら
、
医

師
布
施
廣
雄
氏
は
湯
長
と
相
談
の
上
、
一
番
湯
四
十
八
度
、
二
番
湯
四
十
五
度
、

三
番
湯
四
十
二
度
と
規
定
し
、
一
日
四
回
（
午
前
六
時
、
十
一
時
、
午
後
二
時
、

五
時
）
の
入
浴
と
し
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
に
変
化
が
促
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

中
村
舜
二
の
案
内
書
（
一
九
三
八
年
）
に
は
、
時
間
湯
の
浴
場
は
普
通
湯
に
比

べ
て
収
容
力
が
大
き
い
、
温
度
の
低
い
三
番
湯
の
利
用
が
多
く
、
こ
の
浴
槽
が
大

部
分
を
占
め
て
い
る
と
あ
る
。
三
番
湯
の
温
度
は
、
一
番
湯
よ
り
五
度
低
い
華
氏

一
一
五
度
と
す
れ
ば
、
摂
氏
四
六
・
一
度
と
な
り
、
か
つ
て
の
値
よ
り
も
低
い
。

大
半
の
入
浴
客
は
こ
の
程
度
か
、
そ
れ
よ
り
も
低
い
温
度
で
時
間
湯
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
湯
も
み
は
、
新
鮮
な
湯
の
朝
一
回
目
に
は
六
〇
分
、
二
回
目

以
降
三
〜
四
〇
分
、
か
ぶ
り
湯
は
三
十
回
程
度
が
合
理
的
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
威
勢
よ
く
湯
も
み
を
行
う
様
子
も
描
い
て
い
る
。

　

五
十
嵐
や
中
村
は
自
身
が
草
津
に
滞
在
し
、
温
泉
の
効
能
を
評
価
し
て
、
時
間

湯
を
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
草
津
関
係
者
の
案
内
書
で

は
、
時
間
湯
に
つ
い
て
は
簡
略
な
記
述
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
は
、
一
般
湯
の
入
浴

客
を
対
象
に
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
布
施
廣
雄
の
案
内
書
（
一
九
三
七

年
）
で
は
、
一
般
的
な
入
浴
法
や
た
だ
れ
の
成
因
・
予
防
・
手
当
な
ど
が
詳
述
さ

れ
て
い
る
。
入
浴
者
心
得
に
は
、
到
着
当
初
に
は
低
温
度
で
一
日
一
〜
二
回
の
入

浴
に
留
め
る
こ
と
、
入
浴
時
間
は
毎
回
二
〜
三
分
と
す
る
こ
と
、
入
浴
の
最
適
温

度
は
摂
氏
四
二
〜
三
度
な
ど
と
記
し
て
い
る
（
布
施
一
九
三
七
：
三
〇
│

三
二
）。

本
書
に
は
ス
キ
ー
の
案
内
も
あ
り
、
伝
統
的
な
湯
治
客
だ
け
で
な
く
、
消
費
額
の

大
き
い
保
養
・
遊
覧
客
へ
と
客
層
を
広
げ
て
い
く
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

寺
内
大
吉
（
一
九
二
一
〜
二
〇
〇
八
）
は
「「
湯
も
み
」
で
知
る
草
津
の
魅
力
」

（『
旅
』
一
九
六
九
年
一
一
月
号
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

皮
肉
に
も
暗
い
、
病
毒
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
こ
ん
だ
「
草

津
よ
い
と
こ
」
の
メ
ロ
デ
ィ
が
日
本
全
土
を
お
お
う
た
の
は
ベ
ル
ツ
博
士
が

図４　共同浴場の位置（明治43/1910年）
（「吾妻郡草津町郷土誌」付図より作成）
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帰
国
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
あ
と
で
あ
る
。
大
正
七
、
八
年
ご
ろ
か
ら
だ
と
言

わ
れ
る
。

　
　
　

文
化
年
間
の
温
泉
大
関
は
、
つ
い
に
大
正
、
昭
和
の
現
代
の
三
流
力
士
に

な
り
さ
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
昔
な
が
ら
の
瘡
毒
の
地
、
お
医
者
さ
ま
で
も
草

津
の
湯
で
も
惚
れ
た
病
い
は
…
…
と
全
く
古
い
イ
メ
ー
ジ
に
惚
れ
ぬ
い
て
し

ま
っ
た
愚
者
た
ち
の
愚
行
の
た
め
に
、
そ
の
病
を
治
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
一
九
七
〇
年
代
に
高
原
地
区
の
開
発
が
進
む
ま
で

は
、
草
津
は
病
人
専
用
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
残
っ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
も

観
光
地
と
し
て
の
草
津
を
強
調
す
る
動
き
が
あ
っ
た
の
で
（
関
戸
二
〇
一
八

b
）、
草
津
関
係
者
の
案
内
書
も
そ
の
よ
う
な
流
れ
を
汲
ん
で
い
て
、
時
間
湯
へ

の
言
及
が
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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［
注
］

（
1
）　

共
同
浴
場
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
関
戸
（
二
〇
一
八
b
：
三
六
│
四
二
）
を
参
照
。

（
2
）　

時
間
湯
の
浴
槽
の
ほ
か
に
温
度
の
低
い
番
外
湯
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
水
を
混
ぜ
ず
に

温
度
を
下
げ
る
た
め
、
四
〜
五
日
に
一
度
、
湯
を
替
え
る
だ
け
な
の
で
、
不
潔
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　
　
　

現
在
の
「
熱
乃
湯
」
で
は
、
湯
も
み
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
観
客
も
湯
も
み
体
験
が
で
き

る
。
こ
れ
は
一
九
六
〇
年
に
始
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
萌
芽
は
昭
和
初
期
の
中
村
（
一

九
三
八
：
一
三
八
│

一
三
九
）
の
次
の
よ
う
な
記
述
に
う
か
が
え
る
。

　
　
　

湯
も
み
を
経
験
し
た
く
と
も
、
私
は
時
間
湯
で
は
な
く
温
度
の
低
い
番
外
湯
に
入
っ
て

い
た
の
で
、
湯
も
み
作
業
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
手
が
出
な
か
っ
た
。
丑
の
湯
祭
り
の
夜
、

時
間
湯
の
内
外
は
湯
治
客
と
見
物
人
と
で
、
す
し
詰
め
の
盛
況
で
、
当
夜
の
湯
も
み
は
活

気
が
あ
り
、
見
物
席
の
一
隅
に
小
さ
く
な
っ
て
い
た
私
も
、
勢
い
に
つ
ら
れ
て
フ
ラ
フ
ラ

と
前
に
出
て
、
湯
も
み
を
や
っ
て
み
た
。
し
か
し
、
調
子
が
は
ず
れ
、
勝
手
が
違
い
、
も

の
の
十
分
と
経
た
な
い
う
ち
に
退
却
し
た
と
い
う
。

（
3
）　

武
田
金
次
郎
（
一
八
四
八
〜
九
五
）
は
、
天
狗
党
首
領
の
武
田
耕
雲
斎
の
孫
で
、
諸
生

党
へ
の
粛
正
を
行
い
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
七
月
に
水
戸
藩
の
権
大
参
事
と
な
っ

た
。
一
八
七
一
年
に
免
官
。
石
井
（
二
〇
一
八
）
を
参
照
。

 

（
令
和
元
年
九
月
二
十
五
日
受
理
）
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